
(様式第 10) 

獨医大病庶庶発第５６号  

平成２９年１０月 ４日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 学校法人 獨協学園           

理 事 長 寺 野    彰 (印) 

 

獨協医科大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒３４０－００４２ 埼玉県草加市学園町１番１号 

 氏   名 学校法人 獨協学園  

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 獨協医科大学病院  

 

3 所在の場所 

〒３２１－０２９３ 
栃木県下都賀郡壬生町北小林８８０     電話(０２８２)８６－１１１１ 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

〇1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、

がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十

以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 〇有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

   1呼吸器内科         〇2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科       

  〇5神経内科            6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科       

    9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科    〇11リウマチ科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



(2)外科 

外科 〇有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  〇1呼吸器外科           2消化器外科          〇3乳腺外科           4心臓外科       

    5血管外科           〇6心臓血管外科         7内分泌外科       〇8小児外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 〇1精神科  〇2小児科  〇3整形外科  〇4脳神経外科  〇5皮膚科  〇6泌尿器科 
 〇7産婦人科  8産科     9婦人科    〇10眼科         11耳鼻咽喉科 
 〇12放射線科  13放射線診断科    14放射線治療科  〇15麻酔科  〇16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 〇有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  〇1小児歯科   〇2矯正歯科  〇3口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1心臓・血管内科 2血液・腫瘍内科 3循環器・腎臓内科 4内分泌代謝内科 

 5呼吸器・アレルギー内科 6形成外科・美容外科 7頭頚部・耳鼻咽喉科 

 8リハビリテーション科 9病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

４２床 床 床 床 １，１２５床 １，１６７床 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        560人   5.4人  565.4人  看 護 補 助 者          104人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師        18人   0人   18人  理 学 療 法 士           21人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   93人 

 薬 剤 師         83人   0人     83人  作 業 療 法 士            5人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士             7人 そ の 他           0人 

 助 産 師         40人  1.3人   41.3人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師        986人  63.2人 1,049.2人  臨 床 工 学 士  20人 医療社会事業従

事者 

   14人 

 准 看 護 師          1人  3.2人    4.2人  栄  養  士            12人 その他の技術員            9人 

 歯科衛生士      5人  2.4人    7.4人  歯 科 技 工 士           0人 事 務 職 員          253人 

 管理栄養士     22人   0人     22人  診療放射線技師     68人 その他の職員           77人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 36 人 眼 科 専 門 医 22 人 

外 科 専 門 医 45 人 耳鼻咽喉科専門医 13 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 14 人 

小 児 科 専 門 医 18 人 脳神経外科専門医 14 人 

皮 膚 科 専 門 医 9 人 整形外科専門医 20 人 

泌尿器科専門医 16 人 麻 酔 科 専 門 医 21 人 

産婦人科専門医 16 人 救 急 科 専 門 医 18 人 

  合 計 269 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（平石 秀幸） 任命年月日 平成２６年４月１日 

「副院長兼医療安全管理部副部長」 

（平成２０年２月１日～平成２６年３月３１日） 

 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       994.4人             13.0人           1,007.4人 

 １日当たり平均外来患者数             2,032.6人              86.3人           2,118.9人 

 １日当たり平均調剤数                                                             3,924.1剤 

必要医師数 226人 
必要歯科医師数 5人 
必要薬剤師数 50人 

必要（准）看護師数 575人 
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 1,181m 2 

 

 

鉄筋 

コンクリート 

 

 

   病 床 数    17床  心  電  計  〇有・無 

   人工呼吸装置  〇有・無  心細動除去装置  〇有・無 

   その他の救急蘇生装置  〇有・無  ペースメーカー  〇有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      376m 2      病床数        27床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積      54m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室    615m 2   （主な設備）全自動生化学分析装置JCA-BM6070 
〃     JCA-BM9130 

細菌検査室  41.63m 2   （主な設備）全自動細菌検査分析装置ﾏｲｸﾛｽｷｬﾝｼｽﾃﾑ 
Toxinometer MT-6500 

病理検査室    266m 2   （主な設備）自動免疫染色装置、感染防止機能付ｸﾘｵｽﾀｯﾄ 
       顕微鏡写真撮影装置、密閉式自動固定包埋装置 
       自動染色装置、クリーンベンチ、安全キャビネ

ット、感染防止対策用切り出し台、感染防止機

能付写真撮影台、遺伝子関連機器  

病理解剖室     80m 2   （主な設備）感染防止対策用解剖台、医用写真撮影装置 
       高圧蒸気滅菌器、自動ホルマリン作成装置  

研 究 室 21,154m 2   （主な設備）ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄﾘｰﾀﾞｰ、４D MV－Assessmentｼｽﾃﾑ 
       次世代ｼｰｸｴﾝｻｰIon Protonｼｽﾃﾑ 

講 義 室    288m 2     室数      １室  収容定員        238人 

図 書 室 5,894m 2     室数      １室  蔵 書 数   250,000冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 64.5％ 逆 紹 介 率 51.0％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       19,939人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    18,266人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     3,180人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       35,819人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（〇を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

十川 康弘 上都賀総合病院

病院長 

〇 医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者 

有・〇無 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

菊池 不佐男 菊地法律事務所

弁護士 

 法律に関する

識見を有する

者 

有・〇無 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

飯島 一彦 下野新聞社 

取締役 主筆 

 医療を受ける

者の代表者 

有・〇無 医療を受ける者

その他の医療従

事 者 以 外 の 者

（1.に掲げる者

を除く。） 

 

平石 秀幸 獨協医科大学 

内科学（消化器）

教授 

 医療に関する

学識経験者 

〇有・無 その他 

秋山 一文 獨協医科大学 

精神生物学 

教授 

 医療に関する

学識経験者 

〇有・無 その他 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 〇有・無 

委員の選定理由の公表の有無 〇有・無 

公表の方法 

ホームページにより公開（http://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-m/info/68/2954.html） 
 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

34人　

202人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

前眼部三次元画像解析

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人　

3人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

FDGを用いたポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影による不明熱の診断

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 脳死肺移植 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 　内視鏡的胆管結石除去術 取扱患者数 148人

当該医療技術の概要

医療技術名 　肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼術 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 　炎症性腸疾患に対する血球成分除去療法 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名 　クローン病患者に対するバルーン小腸内視鏡 取扱患者数 65人

当該医療技術の概要

医療技術名 　劇症肝炎に対する血液浄化療法 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名   エクリズマブによるギラン・バレー症候群に対する抗補体治療 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名   20 channel 脳電図LORETA解析による前頭葉機能障害の判定、治療 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名  ＴＡＶＩ 取扱患者数 27人

当該医療技術の概要

医療技術名  ＶＡＤ 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名  負荷心エコー法 取扱患者数 23人

当該医療技術の概要

   20 channel 脳電図LORETA解析による前頭葉機能障害の判定、治療

　経皮的カテーテル大動脈弁置換術

　重症心不全に対する補助人工心臓植え込み術

　エルゴメーターによる運動負荷前後、または薬剤負荷前後の心臓超音波検査で、心臓壁運動や弁膜症の状態を評価するもの

　劇症肝炎患者に対して行う血漿交換や血液濾過透析療法

   エクリズマブによるギラン・バレー症候群に対する抗補体治療

高度の医療の提供の実績

　脳死ドナーより摘出・搬送した肺を登録してある慢性呼吸不全症例に移植したもの

　総胆管結石症に対して結石を除去するため行う内視鏡治療

　肝臓癌に対して超音波ガイド下に穿刺し電気的に焼灼、壊死に至らしめる治療

　活動期潰瘍性大腸炎やクローン病患者に対する顆粒球や白血球成分除去療法

　バルーン小腸内視鏡を用いてクローン病の診断や狭窄部治療、治療効果判定を行う

（様式第2）（様式第2）



医療技術名  経食道心エコー法 取扱患者数 251人

当該医療技術の概要

医療技術名  エラストグラフィ検査 取扱患者数 1,704人

当該医療技術の概要

医療技術名  光干渉断層法（OCT）を用いた冠動脈プラーク診断と冠血管形成術 取扱患者数 119人

当該医療技術の概要

医療技術名  血管内視鏡を用いたステント内新生内膜の観察 取扱患者数 66人

当該医療技術の概要

医療技術名  IVUSを用いた冠動脈形成術 取扱患者数 310人

当該医療技術の概要

医療技術名  修正型電気けいれん療法 取扱患者数 217人

当該医療技術の概要

医療技術名  埋込型除細動器移植術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名  血管内超音波検査 取扱患者数 221人

当該医療技術の概要

医療技術名  経皮的冠動脈血栓吸引術 取扱患者数 39人

当該医療技術の概要

医療技術名  血漿交換療法 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名  血液吸着療法 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名  心室再同期療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

　冠動脈内の血栓に対して吸引カテーテル（レスキュー、スロンバスター、パークサージ）にて血栓を吸引除去するもの。

　劇症肝炎やギラン・バレー症候群における障害因子を除去するために体外循環を行い血漿を濾過置換する。

　膠原病において自己免疫性の障害因子を除去するために体外循環によるカラム吸着療法を行う。
　その他、LDL吸着やエンドトキシン吸着などがある。

　冠動脈洞および右室にペースメーカーリードを挿入し、左右心室を同時に刺激するペースメーカー装置を体内に埋め込
むもの。

　光干渉断層法（OCT）により冠動脈プラークの組織性状を診断し、その結果によりバルーン・ステントを選択し、冠血管形成
術を行う。
　こうした方法により冠血管形成術の合併症を予防し、長期予後改善が期待できる。

　血管内視鏡はステント留置後の新生内膜の性状を直視し、正確に観察することが可能であり、冠血管形成術後の予後予
測に重要である。

　現在IVUSは冠動脈形成術の適応治療戦略決定、至適終了決定に必須なモダリティである。特に我々の使用するバー
チャルヒストロジーIVUSは冠動脈形成術後の予後予測に有用である。

　難治性うつ病や治療抵抗性都合失調症に対して筋弛緩薬によって痙攣を抑制した状態でサイマトロンを用いて頭部にパ
ルス波を入力する。

　自動的に致死性心室性頻拍を感知し高頻度刺激やショックパルスを発生し除細動を行う装置を体内に埋め込むもの。

　冠動脈の動脈硬化（石灰化、アテローム硬化、血栓の有無）などについて詳細な評価を行う。

　通常の心エコーと異なり、食道に探触子を挿入して心臓を裏側から観察するもの。コントラスト剤を用いて卵円孔開存や肺
動静脈瘻の診断も行っている

　組織の弾性などを評価するもので、肝臓や乳腺の腫瘍において良・悪性診断を行うもの。このほか、脂肪肝などの評価に
も有用な検査である。



医療技術名  食道癌に対する胸腔鏡下食道切除 取扱患者数 17人

当該医療技術の概要

医療技術名  食道癌に対するDCF併用化学放射線療法 取扱患者数 17人

当該医療技術の概要

医療技術名  進行胃癌に対するDCS併用化学療法 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名  進行直腸癌に対する術前化学放射線療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名  肝切除 取扱患者数 126人

当該医療技術の概要

医療技術名  膵頭十二指腸切除（肝切除付加） 取扱患者数 35人

当該医療技術の概要

医療技術名  膵体尾部切除 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名  膵全摘術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名  生体肝移植 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名  腹腔鏡下肝切除 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名  腹腔鏡下結腸切除 取扱患者数 70人

当該医療技術の概要

医療技術名  腹腔鏡下直腸切除 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

　生体間での肝移植を施行している。

　主に肝細胞癌、転移性肝腫瘍に対して、腹腔鏡下肝外側区域切除、部分切除を施行している。

　結腸癌に対して施行している。

　直腸癌に対して施行している。

　進行胃癌に対して従来はあまり行われていなかった化学療法をDocetaxel, Cisplatin, S-1の3剤併用で行うことにより、生存
率を延長することが期待できる。

　本来は肛門を温存することが難しい下部直腸癌に対して術前に化学放射線療法を行うことによって、切除率を向上させる
だけでなく、肛門温存率を向上させることが期待できる。

　肝細胞癌、転移性肝腫瘍、肝内胆管癌、肝門部領域胆管癌などの疾患に対して、肝亜区域切除や拡大肝切除を施行し
ている。肝門部領域胆管癌などに対して大量肝切除が必要な場合は、術後肝不全予防として、門脈塞栓術を施行してい
る。

　主に膵頭部癌、遠位部胆管癌、乳頭部癌、十二指腸癌などの疾患に対して施行している。門脈などの脈管侵襲を伴う場
合も、血管合併切除や再建も施行している。また、広範囲胆管癌などに対しては、肝切除付加膵頭十二指腸切除も施行し
ている。

　主に膵体尾部癌に対して施行している。

　主に膵臓癌、膵管内乳頭線癌などの疾患に対して施行している。

　食道癌に対して完全鏡視下に食道およびリンパ節を切除し、再建も行う。体壁破壊の軽減により、患者の術後回復の促進
が期待できる。

　食道癌に対して非常に効果の高いDocetaxel, Cisplatin, 5-Fluorouracilの3剤併用化学療法に放射線療法を加えることに
より高い奏効率と根治性の獲得が期待できる。



医療技術名  側方郭清 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名  内肛門括約筋切除 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名  腹腔鏡下大腸全摘術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名  骨盤内蔵全摘術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

　下部直腸癌の側方郭清を腹腔鏡下で施行している。

　超低位直腸癌に対して、肛門温存術式を施行している。

　直腸癌がかなり進行し、骨盤内の臓器（ぼうこう、精のう、前立腺、子宮など）が広く癌 に冒された患者さんに対して施行している。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

　炎症性腸疾患に対して施行している。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1人 56 ベーチェット病 102人
2 筋萎縮性側索硬化症 32人 57 特発性拡張型心筋症 154人
3 脊髄性筋萎縮症 4人 58 肥大型心筋症 10人
4 原発性側索硬化症 0人 59 拘束型心筋症 0人
5 進行性核上性麻痺 38人 60 再生不良性貧血 42人
6 パーキンソン病 335人 61 自己免疫性溶血性貧血 4人
7 大脳皮質基底核変性症 11人 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2人
8 ハンチントン病 2人 63 特発性血小板減少性紫斑病 121人
9 神経有棘赤血球症 0人 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0人
10 シャルコー・マリー・トゥース病 7人 65 原発性免疫不全症候群 8人
11 重症筋無力症 117人 66 IgＡ 腎症 12人
12 先天性筋無力症候群 1人 67 多発性嚢胞腎 9人
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 85人 68 黄色靱帯骨化症 4人

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
27人 69 後縦靱帯骨化症 72人

15 封入体筋炎 2人 70 広範脊柱管狭窄症 6人
16 クロウ・深瀬症候群 2人 71 特発性大腿骨頭壊死症 38人
17 多系統萎縮症 49人 72 下垂体性ADH分泌異常症 17人
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 77人 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1人
19 ライソゾーム病 10人 74 下垂体性PRL分泌亢進症 9人
20 副腎白質ジストロフィー 1人 75 クッシング病 0人
21 ミトコンドリア病 6人 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2人
22 もやもや病 29人 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 25人
23 プリオン病 0人 78 下垂体前葉機能低下症 84人
24 亜急性硬化性全脳炎 2人 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合 0人
25 進行性多巣性白質脳症 0人 80 甲状腺ホルモン不応症 1人
26 HTLV-1関連脊髄症 0人 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1人
27 特発性基底核石灰化症 2人 82 先天性副腎低形成症 0人
28 全身性アミロイドーシス 7人 83 アジソン病 0人
29 ウルリッヒ病 0人 84 サルコイドーシス 147人
30 遠位型ミオパチー 1人 85 特発性間質性肺炎 60人
31 ベスレムミオパチー 0人 86 肺動脈性肺高血圧症 32人
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0人 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1人
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0人 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 22人
34 神経線維腫症 26人 89 リンパ脈管筋腫症 4人
35 天疱瘡 30人 90 網膜色素変性症 43人
36 表皮水疱症 2人 91 バッド・キアリ症候群 1人
37 膿疱性乾癬（汎発型） 19人 92 特発性門脈圧亢進症 0人
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1人 93 原発性胆汁性肝硬変 27人
39 中毒性表皮壊死症 1人 94 原発性硬化性胆管炎 1人
40 高安動脈炎 27人 95 自己免疫性肝炎 6人
41 巨細胞性動脈炎 7人 96 クローン病 147人
42 結節性多発動脈炎 11人 97 潰瘍性大腸炎 380人
43 顕微鏡的多発血管炎 46人 98 好酸球性消化管疾患 5人
44 多発血管炎性肉芽腫症 13人 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0人
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 9人 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0人
46 悪性関節リウマチ 6人 101 腸管神経節細胞僅少症 0人
47 バージャー病 8人 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0人
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 4人 103 CFC症候群 0人
49 全身性エリテマトーデス 293人 104 コステロ症候群 0人
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 133人 105 チャージ症候群 0人
51 全身性強皮症 194人 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0人
52 混合性結合組織病 39人 107 全身型若年性特発性関節炎 0人
53 シェーグレン症候群 70人 108 TNF受容体関連周期性症候群 0人
54 成人スチル病 15人 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0人
55 再発性多発軟骨炎 5人 110 ブラウ症候群 0人

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 5人 161 家族性良性慢性天疱瘡 0人
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0人 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 13人
113 筋ジストロフィー 22人 163 特発性後天性全身性無汗症 3人
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0人 164 眼皮膚白皮症 0人
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0人 165 肥厚性皮膚骨膜症 0人
116 アトピー性脊髄炎 0人 166 弾性線維性仮性黄色腫 0人
117 脊髄空洞症 0人 167 マルファン症候群 1人
118 脊髄髄膜瘤 0人 168 エーラス・ダンロス症候群 3人
119 アイザックス症候群 0人 169 メンケス病 0人
120 遺伝性ジストニア 0人 170 オクシピタル・ホーン症候群 0人
121 神経フェリチン症 0人 171 ウィルソン病 4人
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0人 172 低ホスファターゼ症 0人

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0人 173 VATER症候群 0人

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0人 174 那須・ハコラ病 0人

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性

びまん性白質脳症
1人 175 ウィーバー症候群 0人

126 ペリー症候群 0人 176 コフィン・ローリー症候群 0人
127 前頭側頭葉変性症 3人 177 有馬症候群 0人
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1人 178 モワット・ウィルソン症候群 0人
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0人 179 ウィリアムズ症候群 0人
130 先天性無痛無汗症 0人 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0人
131 アレキサンダー病 0人 181 クルーゾン症候群 0人
132 先天性核上性球麻痺 0人 182 アペール症候群 0人
133 メビウス症候群 0人 183 ファイファー症候群 0人
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候 1人 184 アントレー・ビクスラー症候群 0人
135 アイカルディ症候群 0人 185 コフィン・シリス症候群 1人
136 片側巨脳症 0人 186 ロスムンド・トムソン症候群 0人
137 限局性皮質異形成 0人 187 歌舞伎症候群 0人
138 神経細胞移動異常症 0人 188 多脾症候群 0人
139 先天性大脳白質形成不全症 0人 189 無脾症候群 0人
140 ドラベ症候群 0人 190 鰓耳腎症候群 0人
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1人 191 ウェルナー症候群 0人
142 ミオクロニー欠神てんかん 0人 192 コケイン症候群 0人
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0人 193 プラダー・ウィリ症候群 0人
144 レノックス・ガストー症候群 1人 194 ソトス症候群 0人
145 ウエスト症候群 1人 195 ヌーナン症候群 0人
146 大田原症候群 0人 196 ヤング・シンプソン症候群 0人
147 早期ミオクロニー脳症 0人 197 １p36欠失症候群 0人
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0人 198 ４p欠失症候群 0人
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0人 199 ５p欠失症候群 0人
150 環状20番染色体症候群 0人 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0人
151 ラスムッセン脳炎 0人 201 アンジェルマン症候群 0人
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0人 202 スミス・マギニス症候群 0人
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0人 203 22q11.2欠失症候群 0人

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0人 204 エマヌエル症候群 0人

155 ランドウ・クレフナー症候群 0人 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0人
156 レット症候群 0人 206 脆弱X症候群 0人
157 スタージ・ウェーバー症候群 0人 207 総動脈幹遺残症 0人
158 結節性硬化症 4人 208 修正大血管転位症 0人
159 色素性乾皮症 0人 209 完全大血管転位症 0人
160 先天性魚鱗癬 0人 210 単心室症 0人



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0人 259
レシチンコレステロールアシルトランス

フェラーゼ欠損症
0人

212 三尖弁閉鎖症 0人 260 シトステロール血症 0人
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0人 261 タンジール病 0人
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0人 262 原発性高カイロミクロン血症 0人
215 ファロー四徴症 2人 263 脳腱黄色腫症 0人
216 両大血管右室起始症 0人 264 無βリポタンパク血症 0人
217 エプスタイン病 0人 265 脂肪萎縮症 0人
218 アルポート症候群 0人 266 家族性地中海熱 0人
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0人 267 高ＩｇＤ症候群 0人
220 急速進行性糸球体腎炎 2人 268 中條・西村症候群 0人

221 抗糸球体基底膜腎炎 0人 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・ア

クネ症候群
0人

222 一次性ネフローゼ症候群 12人 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0人
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1人 271 強直性脊椎炎 3人
224 紫斑病性腎炎 2人 272 進行性骨化性線維異形成症 0人
225 先天性腎性尿崩症 0人 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0人
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 8人 274 骨形成不全症 2人
227 オスラー病 0人 275 タナトフォリック骨異形成症 0人
228 閉塞性細気管支炎 1人 276 軟骨無形成症 0人
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1人 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0人
230 肺胞低換気症候群 0人 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0人
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0人 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病 0人
232 カーニー複合 0人 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病 0人
233 ウォルフラム症候群 0人 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症 2人

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0人 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0人

235 副甲状腺機能低下症 3人 283 後天性赤芽球癆 3人
236 偽性副甲状腺機能低下症 0人 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0人
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0人 285 ファンコニ貧血 0人
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0人 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0人
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0人 287 エプスタイン症候群 0人
240 フェニルケトン尿症 0人 288 自己免疫性出血病XIII 0人
241 高チロシン血症1型 0人 289 クロンカイト・カナダ症候群 1人
242 高チロシン血症2型 0人 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1人

243 高チロシン血症3型 0人 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小

腸型）
0人

244 メープルシロップ尿症 0人 292 総排泄腔外反症 0人
245 プロピオン酸血症 0人 293 総排泄腔遺残 0人
246 メチルマロン酸血症 0人 294 先天性横隔膜ヘルニア 0人
247 イソ吉草酸血症 0人 295 乳幼児肝巨大血管腫 0人
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0人 296 胆道閉鎖症 0人
249 グルタル酸血症1型 0人 297 アラジール症候群 0人
250 グルタル酸血症2型 0人 298 遺伝性膵炎 0人
251 尿素サイクル異常症 0人 299 嚢胞性線維症 0人
252 リジン尿性蛋白不耐症 0人 300 ＩｇＧ４関連疾患 6人
253 先天性葉酸吸収不全 0人 301 黄斑ジストロフィー 0人
254 ポルフィリン症 0人 302 レーベル遺伝性視神経症 0人
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0人 303 アッシャー症候群 0人
256 筋型糖原病 0人 304 若年発症型両側性感音難聴 0人
257 肝型糖原病 0人 305 遅発性内リンパ水腫 0人

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトラ

ンスフェラーゼ欠損症
0人 306 好酸球性副鼻腔炎 43人



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0人 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0人

308 進行性白質脳症 0人 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシ

トール（GPI）欠損症
0人

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0人 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0人
310 先天異常症候群 0人 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0人
311 先天性三尖弁狭窄症 0人 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0人
312 先天性僧帽弁狭窄症 0人 324 メチルグルタコン酸尿症 0人
313 先天性肺静脈狭窄症 0人 325 遺伝性自己炎症疾患 0人
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0人 326 大理石骨病 0人

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）

／ＬＭＸ１Ｂ関連腎症
0人 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因による
ものに限る。）

0人

316 カルニチン回路異常症 0人 328 前眼部形成異常 0人
317 三頭酵素欠損症 0人 329 無虹彩症 0人
318 シトリン欠損症 0人 330 先天性気管狭窄症 0人

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・療養環境加算

　・無菌治療室管理加算

　・緩和ケア診療加算

　・感染防止対策地域連携加算

　・患者サポート充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・救命救急入院料３

　・救命救急入院料４

　・特定集中治療室管理料 ３

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料１

　・短期滞在手術基本料

　・ハイリスク分娩管理加算

　・データ提出加算2

　・医療安全対策加算１

　・感染防止対策加算１

　・認知症ケア加算２

　・退院支援加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・補聴器適合検査

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・高度難聴指導管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・糖尿病合併症管理料 　・神経学的検査

　・がん患者指導管理料１・２ 　・ロービジョン検査判断料

　・移植後患者指導管理料（臓器移植） 　・コンタクトレンズ検査料1

　・外来放射線照射診療料 　・内服・点滴誘発試験

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・ニコチン依存症管理料 　・遠隔画像診断

　・排尿自立指導料 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・がん治療連携計画策定料
　・ポジトロン断層撮影及びポジトロン断層・コン
ピューター断層複合撮影

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・医療機器安全管理料１・２ 　・無菌製剤処理料

　・薬剤管理指導料 　・外来化学療法加算１

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

　・在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問 　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・歯科治療総合医療管理料 　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

　・在宅埋込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・遺伝子的検査 　・集団コミュニケーション療法料

　・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 　・がん患者リハビリテーション料

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタ
イプ判定）

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・国際標準検査管理加算 　・医療保護入院等診療料

　・検体検査管理加算Ⅰ・Ⅳ
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合
失調症治療指導管理料に限る。）

　・ヘッドアップルティルト試験 　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）

　・胎児心エコー法 　・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの）

　・時間内歩行試験 　・透析液水質確保加算２

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法(IABP法)
　・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下
胃瘻造設術を含む。）

　・補助人工心臓 　・輸血管理料（Ⅱ）

　・植込型補助人工心臓（非拍動流型） 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術 　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・経カテーテル大動脈弁置換術 　・生体腎移植術

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・膀胱水圧拡張術

　・ ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・同種死体肺移植術 　・腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

　・生体部分肺移植術
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの） 　・同種死体腎移植術

　・体外衝撃波腎･尿管結石破砕術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１・２ 　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、
心膜合併切除を伴うもの）に限る。）

　・腹腔鏡下小切開腎摘出術

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療
に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に
限る。）　　（歯科診療に係るものに限る。）

　・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの
（角膜ジストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限
る。））

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）及び
脳刺激装置交換術

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・腹腔鏡下肝切除

　・仙骨神経刺激装置埋込術及び仙骨神経刺激装置交換
術

　・生体部分肝移植術

　・歯科技工加算
　・腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術及び腹腔鏡下小切
開後腹膜悪性腫瘍手術

　・悪性黒色種センチネルリンパ節加算
　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉
以上)を伴うものに限る。)

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移
植術に限る。）

　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉
以上)を伴うものに限る。)

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・磁気による膀胱等刺激法 　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術

　・CAD/CAM冠 　・腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ 　・

　・ 　・

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・歯科矯正診断料 　・

　・顎口腔機能診断料〔顎変形症（額離断等の手術を必
要とするものに限る〕の手術前後における歯科矯正に係
るもの）

　・

　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点
数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・

　・定位放射線治療呼吸移動対策加算 　・

　・病理診断管理加算２ 　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・１回線量増加加算 　・

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・

　・

　・

　・放射線治療専任加算 　・

　・外来放射線治療加算 　・

　・高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療 　・

　・歯周組織再生誘導手術 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・麻酔管理料Ⅰ・Ⅱ 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・人工肛門・人工膀胱増設術前処置加算 　・

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

〇１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

　 ２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

　・急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を
利用した定量的PCR法による骨髄微小残存病変(MRD)
量の測定

　・

　・リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノー
ル酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

　・

　・

　・

　・　・FDGを用いたポジトロン断層・コンピューター
断層複合撮影に よる不明熱の診断 不明熱（画像検
査、血液検査及び尿検査により診断が困難なものに
限る。）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・他焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 　・

　・前眼部三次元画像解析

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定方法
(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技術につい
て記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

      平成２８年度　：　２ 回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　　　２８例　　　／　　剖検率      　　５．３%

（様式第2）



（様式第３）

１．研究費補助等の実績

研究課題名 所属部門 金額

RUNX1-EVI1転座型白血病の分子機構の解析 三谷 絹子
内科学（血
液・腫瘍）

1,800,000
補
委

日本学術振興会

重度の支障のある難治性片頭痛患者における脳
マッピングを用いた中枢感作の病態解明

平田 幸一 内科学（神経） 1,000,000
補
委

日本学術振興会

神経変性疾患における血清インスリン様成長因
子1と臨床症候との関連

鈴木 圭輔 内科学（神経） 500,000
補
委

日本学術振興会

肺微小環境再生に関与する脂質の解析 清水 泰生
内科学（呼吸
器・アレル
ギー）

700,000
補
委

日本学術振興会

統合失調症・気分障害患者における突然死の素
因探索と予防法の立案

岡安 寛明 精神神経医学 800,000
補
委

日本学術振興会

ミルタザピンのエナンチオマー薬物動態解析に
よる新たな治療薬候補分子の探索

林 有希 精神神経医学 900,000
補
委

日本学術振興会

甲状腺腫瘍における新規遺伝子HMGA2の制御機
構

菱沼 昭
感染制御・臨
床検査医学

1,000,000
補
委

日本学術振興会

胃癌細胞における放射性ヨード治療の可能性の
基礎的検討

小飼 貴彦
感染制御・臨
床検査医学

1,000,000
補
委

日本学術振興会

大腸癌化学療法の効果を予測するDNA修復蛋白
群発現に関する研究

山口 悟 第一外科学 700,000
補
委

日本学術振興会

血管細胞における血流のメカノトランスダク
ション機構

安藤 譲二 整形外科学 10,400,000
補
委

日本学術振興会

腎癌におけるFHがん抑制遺伝子解析とメタボロ
ミクスによるエネルギー代謝異常解析

釜井 隆男 泌尿器科学 700,000
補
委

日本学術振興会

喘息気道炎症の嗅粘膜分泌異常への関与―気道
リモデリングの嗅粘膜機能障害の解明―

春名 真一
耳鼻咽喉・
頭頸部外科学

600,000
補
委

日本学術振興会

慢性副鼻腔炎における自然免疫リンパ球の関与
について

宇野 匡佑
耳鼻咽喉・
頭頸部外科学

1,000,000
補
委

日本学術振興会

鼻粘膜における創傷治癒促進因子の解明　及び
細胞シートによる新しい治療法の確立

大村 和弘
耳鼻咽喉・
頭頸部外科学

1,600,000
補
委

日本学術振興会

脂肪幹細胞を用いた慢性疼痛治療の基礎研究 今西 理也 形成外科学 1,700,000
補
委

日本学術振興会

静脈認証技術を血行モニタリングへ応用するた
めの基礎的研究

倉林 孝之 形成外科学 1,500,000
補
委

日本学術振興会

D-アミノ酸オキシダーゼが脊髄侵害受容性シナ
プス伝達に与える影響

高薄 敏史 麻酔科学 1,100,000
補
委

日本学術振興会

膜電位イメージングを用いたβエンドルフィン
による脊髄鎮痛機序の解明

寺島 哲二 麻酔科学 1,800,000
補
委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌発生母細胞の同定とその臨床的
意義

川又 均 口腔外科学 500,000
補
委

日本学術振興会

CXCR4システムを介した口腔癌の転移機構にお
けるmiR-518c-5pの役割

内田 大亮 口腔外科学 1,100,000
補
委

日本学術振興会

PDXモデルを用いた口腔癌における新規転移マー
カーの探索 木内 誠 口腔外科学 1,900,000

補
委

日本学術振興会

mGluR5特異的経口阻害剤RG7090による口腔癌の転移
抑制療法の開発 栗林 伸行 口腔外科学 1,800,000

補
委

日本学術振興会

骨組織維持機構の解明による新規骨粗鬆症治療戦略
の構築 小宮山 雄介 口腔外科学 1,300,000

補
委

日本学術振興会

IgG4関連疾患の新規診断法を目指した疾患特異的
miRNAの同定 土田 修史 口腔外科学 1,100,000

補
委

日本学術振興会

膜輸送関連蛋白質alpha-taxilinの消化管発癌にお
ける役割 今井 康雄 病理診断学 1,300,000

補
委

日本学術振興会

心大血管疾患患者の筋萎縮、サルコペニアとその対
策としての新規リハビリ法の検討 中島 敏明

ハートセン
ター

3,600,000
補
委

日本学術振興会

間質性膀胱炎における膀胱上皮再生のマスター転写
因子の同定 山西 友典

排泄機能セン
ター

1,500,000
補
委

日本学術振興会

研究者氏名 補助元又は委託元

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類



パーキンソン病の自律神経機能に対する脳深部刺激
療法の影響に関する検討 内山 智之

排泄機能セン
ター

1,400,000
補
委

日本学術振興会

小児ビタミンD欠乏症の実態把握と発症率の推
定

小山 さとみ 小児科学 1,250,000
補
委

厚生労働省

慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステム構築に
関する研究

山口 重樹 麻酔科学 200,000
補
委

厚生労働省

早老症の実態把握と予後改善を目指す集学的研究 籏持 淳 皮膚科学 400,000
補
委

厚生労働省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 種市 洋 整形外科学 300,000
補
委

厚生労働省

脊椎インストゥルメンテーション患者にアフターケアは本
当に必要か？全国労災病院と産業医科大学を含む多施設大
規模調査

種市 洋 整形外科学 代表者一括計上
補
委

厚生労働省

新規疾患：TAFRO症候群の確立のための研究 小島 勝 病理診断学 50,000
補
委

厚生労働省

子宮頸がんワクチンの有効性と安全性の評価に
関する疫学研究

平田 幸一 内科学(神経) 代表者一括計上
補
委

厚生労働省

Treacher Collins 症候群の診断と医療的ケア
と社会的支援

朝戸 裕貴 形成外科学 代表者一括計上
補
委

厚生労働省

じん肺の診断基準及び手法に関する調査研究 荒川 浩明 放射線医学 代表者一括計上
補
委

厚生労働省

好酸球性副鼻腔炎の診療ガイドライン作成と実
態調査

春名 眞一
耳鼻咽喉・
頭頸部外科学

代表者一括計上
補
委

厚生労働省

間質性膀胱炎の患者登録と診療ガイドラインに
関する研究

山西 友典
排泄機能セン
ター

代表者一括計上
補
委

厚生労働省

Ｂ型肝炎ウイルスＲＮＡと相互作用する宿主因子の
網羅的同定とその制御による病態制御法開発

青木 琢 第二外科学 5,000,000
補
委

ＡＭＥＤ

消化器神経内分泌癌に対する標準治療の確立に
関する研究

青木 琢 第二外科学 代表者一括計上
補
委

ＡＭＥＤ

先天性高インスリン血症に対するオクトレオチド持
続皮下注療法の有効性・安全性に関する研究

有阪 治 小児科学 代表者一括計上
補
委

ＡＭＥＤ

乳幼児喘息に対するフルチカゾン間欠吸入と連日吸入の増
悪抑制効果に関する多施設共同二重盲検ランダム化比較試
験

吉原 重美 小児科学 代表者一括計上
補
委

ＡＭＥＤ

ギランバレー症候群に対するエクリズマブの安全性と有効
性を評価する前向き・多施設共同・第Ⅱ相試験 平田 幸一 内科学(神経) 841,360

補
委

ＡＭＥＤ

治験の実施に関する研究［g-CSF］ 種市 洋 整形外科学 1,295,000
補
委

ＡＭＥＤ

男性腹圧性尿失禁に対する低侵襲再生治療のための、自己
ヒト皮下脂肪組織由来再生（幹）細胞分離用医療機器の開
発研究

山西 友典
排泄機能セン
ター

6,845,800
補
委

ＡＭＥＤ

吸収性スペーサーを用いた体内空間可変粒子線
治療の有用性と安全性の検討

村上 昌雄
放射線治療セ
ンター

300,000
補
委

ＡＭＥＤ

慢性疲労症候群に対する治療法の開発と治療ガイド
ラインの作成

鄭 忠和
内科学（心
臓・血管）

500,000
補
委

ＡＭＥＤ

重症好酸球性副鼻腔炎に対する新しい治療戦略 春名 眞一
耳鼻咽喉・
頭頸部外科学

650,000
補
委

ＡＭＥＤ

臨床応用のための新規光感受性糖鎖連結クロリンを用い
た癌細胞超選択的次世代光線力学療法の開発

中村 哲也
医療情報セン
ター

2,000,000
補
委

ＡＭＥＤ

デルマタン4-O-硫酸基転移酵素-1欠損に基づくエー
ラスダンロス症候群の病態解明と治療法の開発

籏持 淳 皮膚科学 1,000,000
補
委

ＡＭＥＤ

神経膠種（グリオーマ）治療抵抗性に関連した不均一性獲
得機構の解明とそれに対応する治療戦略の構築 植木 敬介 腫瘍センター 520,000

補
委

ＡＭＥＤ

(注)　1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　　 　2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　　 　3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入
            すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

Iwasaki M, Tsuchida K,
Jinnai H, Komatsubara
T, Arisaka T, Tsunemi
M, Nakano M, Iijima M,

Hiraishi H

消化器内科

Hepatic Portal
Venous Gas Caused

by Endoscopic
Balloon Dilatation for

Crohn's Stenosis.

Multiple Treatment of
Vasoactive Intestinal

Polypectide-
producing Pancreatic

Neuroendocrine
Tumors with Liver

Metastasis.

Takahashi F, Tominaga
K, Hiraishi H

消化器内科

消化器内科

Therapeutic efficiency
of an elemental diet

for patients with
crohn's disease and
its association with

amino acid
metabolism.

Internal Medicine
2017  vol.56  517-522

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Muraoka R, Tominaga
K, Sai X, Takenaka K,
Sugaya T, Nakano M,

Yoshitake N, Yamaguchi
S, Nagata H, Yamagishi
H, Mitomi H, Hiraishi H

消化器内科

Ulcerative Colitis-
associated

Cancer/Dysplasia
Detected Using

Surveillance
Colonoscopy

Performed in the
Clinical Remission
Phase: A Report of

Five Cases.

雑誌名・
出版年月等

Intern Med
2016 Apr

vol. 55 no. 8
911-7

Takahashi F,Tominaga
K,Kanamori A,

Takenaka K, Hoshino
A, Sugaya T, Nakano

M, Hiraishi H

消化器内科

Timing for dose-down
of 5-ASA depends on
mucosal status with
ulcerative colitis.

Nakano M, Tominaga K,
Hoshino A, Sugaya T,
Kanke K, Hiraishi H.

Scand J Gastroenterol
2016 Jul

vol.51 no.7
827-834

Saudi J Gastroenterol.
2017  vol.23  20-27

Clin Gastroenterol Hepatol
2016 Dec   vol.14  no.12

A23-A24

（様式第3）



6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article
Imataka G, Suzumura

H, Arisaka O
小児科

Mol Med Rep
2016  13:2457-2466

Efficacy and safety of
salmeterol/fluticasone
combination therapy
in infants and
preschool children
with asthma
insufficiently
controlled by inhaled
corticosteroids.

Clinical features and
survival in individuals
with trisomy 18: A
retrospective one-
center study of 44 
patients who received
intensive care
treatments.

Yoshihara S,
Munkhbayarlakh S,
Makino S, Ito C,
Narantsetseg L,

Sarangerel D, Sagara H,
Fukuda T, Arisaka O

小児科
Allergol Int

2016   65:62-67

 Leukostasis in
Children and
Adolescents with
Chronic Myeloid
Leukemia: Japanese
Pediatric
Leukemia/Lymphoma
Study Group.

Prevalence of
childhood asthma in
Ulaanbaatar,
Mongolia in 2009.

Yoshihara S, Fukuda H,
Tamura M, Arisaka O,
Ikeda M, Fukuda N,
Tsuji T, Hasegawa S,

Kanno, N, Teraoka M,
Wakiguchi H, Aoki Y,
Igarashi H, Terada A,
Hasegawa M, Manki A

小児科
Drug Research

2016 66:371-376

Arisaka O , Ichikawa G,
Koyama S, Shimura N,

Imataka G, Kurosawa H,
Nitta A

小児科
J Obes Weight Loss

Therapy 2016  6:e301

Early Adiposity
Rebound and Small
Dense Low-Density
Lipoprotein in
Childhood Obesity.

Kurosawa H, Tanizawa
A, Tono C, Watanabe
A, Shima H, Ito M,
Yuza Y, Hotta N,

Muramatsu H, Okada
M, Kajiwara R, Saito

AM, Mizutani S, Adachi
S, Horobe K, Ishii E,

Shimada H

小児科
Pediatr Blood Cancer
2016   63:406-411

Satoh K, Yoshino J,
Akamatsu T, Itoh T,
Kato M, Kamada T,
Takagi A, Chiba T,

Nomura S, Mizokami Y,
Murakami K, Sakamoto
C, Hiraishi H, Ichinose
M, Uemura N, Goto H,
Joh T, Miwa H, Sugano

K, Shimosegawa T

消化器内科

Evidence-based
clinical practice

guidelines for peptic
ulcer disease 2015.

J Gastroenterol
2016 May

vol.51 no.3
177-94

Kanamori A, Sugaya T,
Tominaga K, Takahashi
F, Takenaka K, Hoshino
A, Koike T, Nakano M,

Hiraishi H

消化器内科

Endoscopic ballon
dilation for stenotic
lesions in Crohn's

disease

Turk J Gastroenterol
2017 Mar  vol.28  no.2

117-124



13 Case report

14 Case report

15 Review

16 Case report
Sato Y, Kurosawa H,

Fukushima K, Okuya M,
Arisaka O

小児科
Medicine 95:e2904-2908,

2016

Epilepsy-related
automobile accidents
in Japan: legal
changes about a
precedent and penal
regulations.

Burkitt’s type acute
lymphoblastic
leukemia with
precursor B-cell
immunophenotype
and partial tetrasomy
of 1q: A case report.

Imataka G, Hagisawa S,
Nitta A, Hirabayashi H,
Suzumura H, Arisaka O

小児科
Eur Rev Med Pharmacol
Sci 2016   20:919-922

Drop episodes
improved after
tracheotomy: a case
of Coffin-Lowry
syndrome associated
with obstructive sleep
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(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2 　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと
判断される主なものを記入すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は
認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

Intern Med
2017 Jan
vol.56
17-21

題名発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

内分泌代謝内科

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、また
はet al.とする。

Suzuki K, Sagara M,
Aoki C, Tanaka S, Aso

Y.

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載され
たものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の
診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論
文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

Clinical Implication of
Plasma Hydrogen
Sulfide Levels in
Japanese Patients

with Type 2 Diabetes.

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載する
のではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 〇有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 〇有・無 

・ 手順書の主な内容 

本学の倫理審査委員会について、審査の流れ・手続きについて 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１１回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

〇有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 〇有・無 

・ 規定の主な内容 

   利益相反管理の対象、利益相反管理委員会について、利益相反管理委員会の審査の流れ 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年２回（持回審査のみ） 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回（及びe-learning） 

 ・研修の主な内容 

  講習会：医学研究に関する指針等について、本学倫理審査委員会について 

  e-learning教材「CITI Japan」：医学研究者標準コースの履修 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

１．初期臨床研修 

  

当院では初期臨床研修制度に規定される、基幹型臨床研修病院（大学病院）として、２年間の 

初期研修医教育を行っています。 

 プライマリ・ケアの習得を目的に、当院が擁する３０診療科と臨床研修協力病院からなる病院

群で研修を行うことにより、頻度の高い症例から高度医療まで網羅し、幅の広い臨床研修を行う

ことを可能としております。 

 当院における高度の医療に関する研修については、各診療科とも開業医及び市中病院より病診

連携による紹介患者の受入れを実施しており、各種移植手術等の高難度手術適応患者の受入れや

高度がん治療適用患者の受入れ、特定疾患治療等に代表される高度医療を実施し、同時に初期研

修医・専攻医の診療参加および研修指導を実施しています。また、救急科研修においては当院の

救命救急センターにて、救急車やドクターヘリによる３次救急患者（外傷・内疾患）の高度救命

治療も研修カリキュラムの一環として組み込んでいます。 

 

 

２．専門研修 

 

プライマリ・ケアを中心とした幅広い診療能力の習得を目的とする初期研修了後は、レジデン

トとして後期研修に続きます。 

プライマリ・ケアを中心とした幅広い診療能力の習得を目的とする初期研修了後は、レジデン

トとして後期研修に続きます。 

当院の後期研修は、大学病院として各種学会認定施設を取得し、各領域別の専門分野での充実

した研修と高度で良質な医療を提供できる専門医の育成を目標としています。 

当院レジデントプログラムはこれらの点を考慮して専門医研修が効果的に行われるように、診

療各科の特徴を生かした教育プログラムとして42の後期研修プログラムを備え、高度な研修を実

施しています。 

 

【専門研修コース一覧】 

 

心臓・血管内科 

 ・心臓・血管内科不整脈部門専門医コース 

 ・心臓・血管内科心不全部門専門医コース 

 ・心臓・血管内科虚血部門専門医コース  

消化器内科 

  ・消化器病学会専門医コース  

血液・腫瘍内科 

  ・日本血液学会専門医コース  

循環器・腎臓内科  

 ・循環器専門医育成コース 

 ・腎臓・透析専門医育成コース 

神経内科 

 ・日本脳卒中学会専門医コース  

 ・日本頭痛学会専門医コース 

 ・日本神経学会専門医コース 

 



 

内分泌代謝内科  

 ・糖尿病専門医養成コース 

 ・内分泌代謝科専門医養成コース 

呼吸器・アレルギー内科 

 ・呼吸器専門医コース  

 ・腫瘍内科医（呼吸器系）専門医コース 

 ・呼吸器内視鏡専門医コース 

 ・リウマチ・膠原病内科専門医コース 

 ・日本アレルギー学会専門医コース 

 精神神経科 

  ・精神科指導医コース  

皮膚科 

 ・日本皮膚科学会専門医コース  

放射線科 

  ・放射線科専門医コース  

小児科 

  ・小児科専門医コース  

第一外科 

・日本外科学会専門医コース  

 第二外科 

  ・消化器外科専門医コース  

・肝胆膵高度技能医コース 

心臓・血管外科 

  ・心臓血管外科専門医取得コース  

呼吸器外科 

  ・呼吸器外科専門医取得コース  

脳神経外科 

  ・脳神経外科専門医取得コース  

整形外科 

  ・日本整形外科学会専門医取得コース  

・日本脊椎脊髄病学会認定・脊椎脊髄外科指導医取得コース 

泌尿器科 

  ・泌尿器科専門医取得コース  

眼科 

  ・眼科専門医研修コース  

耳鼻咽喉・頭頸部外科 

  ・耳鼻咽喉・頭頸部外科専門医養成コース  

産科婦人科 

  ・産科婦人科専門医（婦人科腫瘍）コース  

・産科婦人科専門医（生殖医療）コース 

麻酔部 

・麻酔科専門医コース  

 救急医学 

  ・救急・集中治療専門医コース  

口腔外科 

  ・口腔外科専門医取得コース  

リハビリテーション科 

  ・リハビリテーション科専門医コース 

 



 

健康管理科 

・消化器がん検診認定医コース  

形成外科・美容外科 

 ・形成外科専門医養成コース  

感染制御・臨床検査医学 

  ・臨床検査専門医コース  

病理部 

 ・病理専門医コース 

 

 

 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数 96人（初期臨床研修歯科医7名含む） 
（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 （  ）内は院内標榜科名 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験

年数 

特 記 事 項        

豊田 茂 心臓・血管内科 臨床研修主任指導医          
  ２３年 

 

室久 俊光 消化器内科 臨床研修主任指導医          
  ３１年 

 

高橋 渉 血液・腫瘍内科 臨床研修主任指導医          
   １７年 

 

堀中 繁夫 循環器・腎臓内科 臨床研修主任指導医          
   ３４年 

 

門脇 太郎 神経内科 臨床研修主任指導医          
   １５年 

 

鈴木 國弘 内分泌代謝内科 臨床研修主任指導医          
   １４年 

 

三好 祐顕 呼吸器・アレルギー内科 臨床研修主任指導医          
 １９年 

 

大和田 高義 リウマチ膠原病内科 臨床研修主任指導医  
１８年 

 

志水 太郎 総合診療科 臨床研修主任指導医  
１１年 

 

大曽根 彰 精神科 

（精神神経科） 

臨床研修主任指導医          
   ３１年 

 

籏持 淳 皮膚科 臨床研修主任指導医          
   ３８年 

 

桑島 成子 放射線科 臨床研修主任指導医          
   ３２年 

 

今高 城治 小児科 臨床研修主任指導医          
   ３３年 

 

佐々木 欣郎 外科・小児外科 臨床研修主任指導医           



（第１外科）    ３０年 

窪田 敬一 外科 

（第２外科） 

臨床研修主任指導医          
   ３５年 

 

渡邉 久美子 乳腺科 臨床研修主任指導医  
２０年 

 

柴崎 郁子 心臓・血管外科 臨床研修主任指導医          
   ２１年 

 

佐渡 哲 呼吸器外科 臨床研修主任指導医          
   ２２年 

 

金  彪 脳神経外科 臨床研修主任指導医          
   ３６年 

 

種市 洋 整形外科 臨床研修主任指導医          
   ３０年 

 

安士 正裕 泌尿器科 臨床研修主任指導医          
   ２５年 

 

宮下 博行 眼科 臨床研修主任指導医          
  ２１年 

 

中島 逸男 

 

頭頸部・耳鼻咽喉科 

（耳鼻咽喉・頭頸部外科） 

臨床研修主任指導医          
   ２１年 

 

茂木 絵美 

 

産婦人科 

（産科婦人科） 

臨床研修主任指導医          
   ７年 

 

内田 大亮 

 

歯科口腔外科 

（口腔外科） 

臨床研修主任指導医          
  ２１年 

 

鈴木 大雅 

 

リハビリテーション科 臨床研修主任指導医          
   ３０年 

 

福田 憲翁 

 

形成外科・美容外科 臨床研修主任指導医          
   １６年 

 

濱口 眞輔 

 

麻酔科 臨床研修主任指導医          
   ２７年 

 

根本 真人 救急科 

（救命救急センター） 

臨床研修主任指導医          
   １９年 

 

渡邉 菜穂美 

 

健康管理科 臨床研修主任指導医  
２５年 

 

中里 宜正 

 

病理診断科 臨床研修主任指導医  
１８年 

 

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 
 
 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 1 

  臨地実習終了報告会（病理部と合同） 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年7月1日 

 ・研修の参加人数：42名 

 ・研修の主な内容 2 

  第36回栃木県医学検査学会 予演会 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年10月24日 

 ・研修の参加人数：30名 

 ・研修の主な内容 3 

  第36回栃木県医学検査学会 予演会 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年10月26日 

 ・研修の参加人数：31名 

 ・研修の主な内容 4 

  基本的な精度管理の考え方 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年2月21日 

 ・研修の参加人数：40名 

 ・研修の主な内容 5 

  国公私立医科大学・私立医科大学出張報告会 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年3月8日 

 ・研修の参加人数：42名 

 ・研修の主な内容 6 

  臨地実習終了報告会（病理部と合同） 



 ・研修の期間・実施回数：平成29年3月24日 

 ・研修の参加人数：39名 

・研修の主な内容 7 

 ・平成28年度 第1回放射線部勉強会 

  「平成27年度獨協医科大学医療安全管理者養成講習会に参加して」 

  「平成27年度日本医師会医療安全推進者養成講座に参加して」 

 「医療情報化基盤セミナーに参加して」 

・研修の期間・実施回数：平成28年4月28日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：37名 

・研修の主な内容 8 

・平成28年度 第2回放射線部勉強会 

  （平成28年度関東甲信越診療放射線技師学術大会予行） 

  「散乱線補正処理を使用した適正線量及び補正の強さの検討」 

  「乳幼児専用コイル(Pediatric16ch)の有用性の検討」 

・研修の期間・実施回数：平成28年5月11日 17：30～18：00 

・研修の参加人数：20名 

・研修の主な内容 9 

 ・平成28年度 第3回放射線部勉強会 

  「標準予防策と手洗い（演習）」  

・研修の期間・実施回数：平成28年5月24日及び6月7日のいずれか 17：30～18：30 

・研修の参加人数：71名 

・研修の主な内容 10 

 ・平成28年度 第4回放射線部勉強会 

  「X線線量情報一元化管理システム」 

「第19回日本臨床救急医学総会・学術集会参加報告」 



・研修の期間・実施回数：平成28年6月28日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：35名 

・研修の主な内容 11 

 ・平成28年度 第5回放射線部勉強会 

  「患者介助について」（転倒・転落防止対策） 

・研修の期間・実施回数：平成28年7月13日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：22名 

・研修の主な内容 12 

 ・平成28度 第6回放射線部勉強会 

  「ハラスメントDVD研修」（気づこう。パワーハラスメント） 

・研修の期間・実施回数：平成28年7月21日、26日、28日 16：45～17：15 

・研修の参加人数：67名 

・研修の主な内容 13 

 ・平成28年度 第7回放射線部勉強会 

  「平成28年度獨協医科大学医療安全管理者養成講習会に参加して」 

  「研究と発表」（とりあえずやってみよう） 

・研修の期間・実施回数：平成28年9月6日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：40名 

・研修の主な内容 14 

・平成28年度 第8回放射線部勉強会 

  「第6回診療放射線技師新人研修会に参加して」 

  「平成28年死亡時画像診断（Ai）研修会に参加して 

・研修の期間・実施回数：平成28年9月28日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：32名 

・研修の主な内容 15 



 ・平成28年度 第9回放射線部勉強会 

  「平成28年度結核予防技術者地区研修会に参加して 

（「最大級の感染症」にどう対策するのか？） 

「平成28年度栃木県DMAT養成研修に参加して」 

・研修の期間・実施回数：平成28年10月25日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：24名 

・研修の主な内容 16 

 ・平成28年度 第10回放射線部勉強会 

  「第2回簡易線量計作成セミナーに参加して」 

  「東芝CT装置（画像再構成 AIDR～FIST）について 

・研修の期間・実施回数：平成28年11月9日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：33名 

・研修の主な内容 17 

 ・平成28年度 第11回放射線部勉強会 

  「MRI/PETの現状」 

・研修の期間・実施回数：平成28年11月17日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：41名 

・研修の主な内容 18 

 ・平成28年度 第12回放射線部勉強会 

  「循環器CTセミナー2016に参加して」 

  「平成28年国公私立大学病院医療技術関係職員研修に参加して」 

・研修の期間・実施回数：平成28年11月22日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：22名 

・研修の主な内容 19 

 ・平成28年度 第1回放射線部役職者研修会 



  「管理職がパワハラ加害者にならないために」 

  （DVD研修及びデスカッション） 

・研修の期間・実施回数：平成28年11月24日 16：45～17：15 

・研修の参加人数：20名 

・研修の主な内容 20 

 ・平成28年度 第13回放射線部勉強会 

  「検像システムの概要及びデモ機による説明」 

  「画像入出力システムの概要及びデモ機による説明  

・研修の期間・実施回数：平成28年12月1日、2日のいずれか 17：30～18：30 

・研修の参加人数：45名 

・研修の主な内容 21 

 ・平成28年度 第15回放射線部勉強会（DVD講習会） 

  「事例で考えるパワハラ・グレーゾーン」 

・研修の期間・実施回数：平成28年12月12日、13日、14日、15日いずれか 15：00～17：45の

中の30分 

・研修の参加人数：97名 

・研修の主な内容 22 

 ・平成28年度 第15回放射線部勉強会（DVD講習会） 

  「経路別予防策について」 

  「放射線管理委員会 活動報告」 

・研修の期間・実施回数：平成28年12月21日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：26名 

・研修の主な内容 23 

 ・平成28年度 第18回放射線部勉強会（第63回関東支部研究発表会予行） 

  「乳幼児専用コイル Pediatric 16ch Coilの有用性」 



  「散乱線低減処理を使用した胸部正面撮影における撮影条件の最適化」 

  「回転型強度変調放射線治療における膀胱容量の測定」 

  「前立腺IMRT位置照合におけるCBCT被ばく線量低減の検討」 

  「CT検査における患者防護衣の放射線防護効果」 

・研修の期間・実施回数：平成29年1月19日 17：15～18：30 

・研修の参加人数：33名 

・研修の主な内容 24 

・平成28年度 第2回放射線部役職者研修会 

  「診療報酬改定のポイント」 

・研修の期間・実施回数：平成29年1月20日 17：15～18：15 

・研修の参加人数：17名 

・研修の主な内容 25 

 ・平成28年度 第19回放射線部勉強会 

  「急変時における周辺機器の使い方」（患者モニター、AED） 

・研修の期間・実施回数：平成29年2月7日 17：15～18：30 

・研修の参加人数：21名 

・研修の主な内容 26 

 ・平成28年度 第20回放射線部勉強会 

  「第36回医療情報学会連合大会参加報告」 

  「東芝CTの最新情報・Aquilion 最新Topic ～RSNA報告含め～ 

・研修の期間・実施回数：平成29年2月16日 17：15～18：15 

・研修の参加人数：37名 

・研修の主な内容 27 

 ・平成28年度 第21回放射線部勉強会（第12回栃木県診療放射線技師会学術発表会予行） 

  「TAVI術前CTについて」 



  「再構成関数がCT-AECに与える影響」 

  「Biograph mCT Flowの使用経験」 

  「Simultaneous Multi-Slice(SMS)を用いたHead Neck coil 64ch・20chのSNR及び 

   g-factorの比較」 

  「後湾症患者に対するCXDIワンショット長尺を使用した全脊椎側面撮影の有用性」 

  「OPE室における散乱線低減処理を使用した胸部正面撮影条件の検討」 

  「放射線部における『人材育成プログラム』の運用について」 

  「新デバイスにおけるカテーテル術者水晶体等価線量の評価」 

  「当院透視検査における職業被ばくの報告」 

  「前立腺IMRT位置照合における撮影条件最適化の検討」 

・研修の期間・実施回数：平成29年2月23日 17：15～18：30 

・研修の参加人数：23名 

・研修の主な内容 28 

・平成28年度 第22回放射線部勉強会 

「第22回日本集団災害医学会総会・学術集会に参加して」 

「ITEM事前説明会」 

・研修の期間・実施回数：平成29年3月9日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：19名 

・研修の主な内容 29 

・平成28年度 第23回放射線部勉強会 

  「CT装置説明会」（装置メーカー4社） 

・研修の期間・実施回数：平成29年3月16日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：26名 

・研修の主な内容 30 

・平成28年度 第24回放射線部勉強会 



「ハラスメントアンケート結果報告」 

「職場内におけるメンタルヘルスケア」 

「2階放射線部の災害対策マニュアル（修正案）」 

・研修の期間・実施回数：平成29年3月28日 17：30～18：30 

・研修の参加人数：55名 

・研修の主な内容 31 

 ・新規採用医薬品についての研修（静注看護師のための注射剤と抗がん剤の基礎知識他） 

・研修の期間・実施回数：21回 

・研修の参加人数：1回30～40名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 1 

・臨床検査センター全体集会、H27 年度インシデント報告まとめ 

ISO 15189 審査に関する報告事項 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年4月8日 

 ・研修の参加人数：69名 

 ・研修の主な内容 2 

 ・技術的要求事項の課題・修正点、品質マニュアルについて 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年6月2日 

 ・研修の参加人数：61名 

 ・研修の主な内容 3 

 ・①臨床検査システムとそのダウン対策について 

  ②採血時のインシデント事例報告とシステムダウン時の対応について 

③ISO 15189審査（予備訪問・本審査）の対応 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年6月29日 



 ・研修の参加人数：55名 

 ・研修の主な内容 4 

 ・ISO用手順書におけるリスト（LI）と報告書（RE）の注意点 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年7月26・28日 

 ・研修の参加人数：合計77名 

 ・研修の主な内容 5 

 ・平成28年度年末年始業務連絡会 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年12月21日 

 ・研修の参加人数：40名 

 ・研修の主な内容 6 

 ・宿日直輸血検査連絡事項19  

・研修の期間・実施回数：平成29年1月13・16日 

・研修の参加人数：合計69名 

 ・研修の主な内容 7 

 ・倫理規定、患者情報の守秘義務 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年2月1日 

 ・研修の参加人数：91名 

 ・研修の主な内容 8 

 ・廃棄物管理、毒物・劇物管理 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年2月10日 

 ・研修の参加人数：90名 

 ・研修の主な内容 9 

 ・感染対策 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年3月15日 

 ・研修の参加人数：88名 



 ・研修の主な内容 10 

 ・①患者急変時の対応について 

②災害時、緊急時の対応 

・研修の期間・実施回数：平成29年3月28日 

・研修の参加人数：88名 

 ・研修の主な内容 11 

・平成28年度 第14回放射線部勉強会 

「臨床実習9名による『臨床実習で習得したこと』」 

「病院実習成果発表（MRI部門）自作Sad Pad の脂肪抑制効果について」 

 ・研修の期間・実施回数：平成28年12月8日 17：30～18：30 

 ・研修の参加人数：51名 

 ・研修の主な内容 12 

 ・放射線部装置説明会 

「検像装置説明会」 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年1月7日、18日いずれか 17：30～18：30  

 ・研修の参加人数：51名 

 ・研修の主な内容 13 

 ・放射線部装置説明会 

  「画像入出力室アレイ操作説明会」 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年2月9日、10日いずれか 17：15～18：15 

 ・研修の参加人数：13名 

 ・研修の主な内容 14 

・放射線部装置説明会 

「CSH-PACS管理端末操作訓練」 

・研修の期間・実施回数：平成29年9月10日、13日、14日、15日いずれか 17：30～18：30 



 ・研修の参加人数：58名 

 ・研修の主な内容 15 

・平成28年度 第3回放射線部役職者研修会 

「線量管理システム説明会」 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年2月28日 17：30～18：30 

 ・研修の参加人数：16名 

 ・研修の主な内容 16 

・放射線部装置説明会 

「Ｘ線線量情報一元管理システム説明会」 

 ・研修の期間・実施回数：平成29年3月13日、14日、15日いずれか 17：30～18：30 

 ・研修の参加人数：55名 

 ・研修の主な内容 17 

・新採用看護職者に関する研修 

  ・研修の期間・実施回数：4月/6回 

  ・研修の参加人数：384名 

 ・研修の主な内容 18 

・看護研究定例発表会 

  ・研修の期間・実施回数：6月・11月/2回 

  ・研修の参加人数：900名 

 ・研修の主な内容 19 

・主任研修会 

 ・研修の期間・実施回数：6月～2月/5回 

  ・研修の参加人数：206名 

 ・研修の主な内容 20 

・新人教育実施看護師研修 



  ・研修の期間・実施回数：5～12月/5回 

  ・研修の参加人数：358名 

 ・研修の主な内容 21 

・新人看護職員指導者研修 

 ・研修の期間・実施回数：5～12月/6回（8月2回実施） 

 ・研修の参加人数：158名 

 ・研修の主な内容 22 

・臨床実習指導者研修 

 ・研修の期間・実施回数：4月～1月/4回 

 ・研修の参加人数：272名 

 ・研修の主な内容 23 

・看護補助者研修（チームステップス・感染管理・救急看護） 

  ・研修の期間・5～7月/3回 

・研修の参加人数：263名 

 ・研修の主な内容 24 

・ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰシップに関する研修 

  ・研修の期間・実施回数：5～12月/4回 

  ・研修の参加人数：358名 

 ・研修の主な内容 25 

・老年期看護 

  ・研修の期間・5～9月/4回 

  ・研修の参加人数：388名 

 ・研修の主な内容 26 

・がん看護 

  ・研修の期間・5～9月/4回 



  ・研修の参加人数：255名 

 ・研修の主な内容 27 

・急性期看護 

  ・研修の期間・6～10月/4回 

  ・研修の参加人数：315名 

 ・研修の主な内容 28 

・慢性期看護 

  ・研修の期間・5～9月/4回 

  ・研修の参加人数：261名 

 ・研修の主な内容 29 

・レベルⅠa（看護記録・フィジカルアセスメント・緩和ケアなど） 

  ・研修の期間・実施回数：4～12月/8回 

  ・研修の参加人数：842名 

 ・研修の主な内容 30 

・レベルⅠｂ静脈穿刺研修（静脈注射委員会） 

  ・研修の期間・実施回数：9月・10月/2回 

  ・研修の参加人数：90名 

 ・研修の主な内容 31 

  ・レベルⅡ（倫理・RCA分析・看護記録など） 

  ・研修の期間・実施回数：4～11月/4回 

  ・研修の参加人数：328名 

 ・研修の主な内容 32 

  ・レベルⅢa（看護研究） 

  ・研修の期間・実施回数：4～11月/5回 

  ・研修の参加人数：334名 



 ・研修の主な内容 33 

  ・レベルⅢb（看護研究） 

  ・研修の期間・実施回数：6～12月/4回 

  ・研修の参加人数：220名 

 ・研修の主な内容 34 

  ・7年目看護師（倫理に関する研修） 

 ・研修の期間・実施回数：4～10月/4回 

  ・研修の参加人数：110名 

 ・研修の主な内容 35 

  ・経年別10年目看護師（リーダーシップに関する研修） 

  ・研修の期間・実施回数：5．7月/2回 

 ・研修の参加人数：62名 

 ・研修の主な内容 36 

  ・経年別15年目看護師（看護研究） 

  ・研修の期間・実施回数：6～12月/4回 

  ・研修の参加人数：69名 

 ・研修の主な内容 37 

  ・経年別16年目看護師（看護研究） 

 ・研修の期間・実施回数：6～10月/4回 

  ・研修の参加人数：73名 

 ・研修の主な内容 38 

  ・経年別20年目看護師（フィジカルアセスメント） 

  ・研修の期間・実施回数：5～11月/4回 

  ・研修の参加人数：47名 

 ・研修の主な内容 39 



  ・経年別25年目看護師研修（倫理など） 

  ・研修の期間・実施回数：5～7月/3回 

  ・研修の参加人数：24名 

 ・研修の主な内容 40 

  ・中途採用者（看護部教育委員会主催）に関する研修 

  ・研修の期間・実施回数：7月～11月/3回 

  ・研修の参加人数：31名 

 ・研修の主な内容 41 

  ・感染防止（看護部ICT委員会）に関する研修 

  ・研修の期間・実施回数：5月～2月/7回 

  ・研修の参加人数：343名 

 ・研修の主な内容 42 

  ・NST（看護部NST委員会含む・栄養サポートチーム）に関する研修 

 ・研修の期間・実施回数：5月～12月/7回 

  ・研修の参加人数：402名 

・研修の主な内容 43 

・スキンケアに関する研修（看護部スキンケア委員会） 

 ・研修の期間・実施回数：5月～3月/6回 

・研修の参加人数：250名 

・研修の主な内容 44 

・医療安全に関する研修会（看護部医療安全委員会） 

 ・研修の期間・実施回数：5月～3月/9回 

・研修の参加人数：373名 

・研修の主な内容 45 

・口腔ケアに関する研修（看護部口腔ケア委員会） 



  ・研修の期間・実施回数：5月～3月/9回 

・研修の参加人数：424名 

・研修の主な内容 46 

・インジェクショントレーナー養成研修（看護部静脈注射委員会） 

 ・研修の期間・実施回数：5月～3月/9回 

・研修の参加人数：424名 

・研修の主な内容 47 

・インジェクショントレーナーフォローアップ研修（静脈注射委員会） 

  ・研修の期間・実施回数：4月・5月/3回 

・研修の参加人数：119名 

・研修の主な内容 48 

・インジェクショントレーナーシミュレーション研修（静脈注射委員会） 

  ・研修の期間・実施回数：11月・12月/3回 

・研修の参加人数：24名 

・研修の主な内容 49 

・退院支援リンクナース研修会（退院支援委員会） 

  ・研修の期間・実施回数：5月～2月/8回 

・研修の参加人数：320名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○２．現状  
管理責任者氏名 病院長 平石秀幸 

  管理担当者氏名 庶務課     鶴見 好邦   医事保険課      永吉  誠 
診療記録管理部 白川 幸央   医療安全推進センター 金子  一 
総合医療連携室 落合 守広   感染制御センター   小川 栄一 
経理課     篠原  尚   臨床研修センター   賀長  隆 
薬剤部     本田 雅巳 

 
 保管場所 管理方法 
診 療 に 関
す る 諸 記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 庶務課 診療録は、１患者１

ＩＤ制で診療記録管
理部が１元管理して
おり、電子カルテに

ついては、真正性・
見読性・保存性の確
保に基づき、医療情

報委員会が運用・管
理している。 
診療録の院外持ち出

しは原則禁止として
おり、やむを得ず、
院外に持ち出す場合

には、匿名化されて
いる情報については
所属長、匿名化され

ていない情報は所定
の申請書により所属
長及び病院長の許可

を得ることになって
いる。 

各科診療日誌 庶務課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療記録管理部 
看護記録 診療記録管理部 
検査所見記録 診療記録管理部 
エックス線写真 診療記録管理部 
紹介状 診療記録管理部 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療記録管理部 

病 院 の 管
理 及 び 運
営 に 関 す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 庶務課  
高度の医療の提供の実績 医事保険課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事保険課 

高度の医療の研修の実績 庶務課 
臨床研修センター 

閲覧実績 庶務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

総合医療連携室 
医事保険課 

入院患者数、外来患者及び調剤の
数を明らかにする帳簿 

医事保険課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
高
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全推進センター 

 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況 

医療安全推進センター 

 
医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全推進センター 

 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全推進センター 

 



 
 

 保管場所 管理方法 
病 院 の 管
理 及 び 運
営 に 関 す
る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御センター  

院内感染対策のための委員会の
開催状況 

感染制御センター 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況 

感染制御センター 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

感染制御センター 

医薬品安全管理責任者の配置状
況 

薬剤部 
 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況 

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況 

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の収集その他の医
薬品の安全使用を目的とした改
善のための方策の実施状況 

薬剤部 
 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学部 
経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経理課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 保管場所 管理方法 
 
病 院 の 管
理 及 び 運
営 に 関 す
る諸記録 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状況 医療安全推進センター  
専任の院内感染対策を行う者の
配置状況 

感染制御センター 

医療を受ける者に対する説明に
関する責任者の配置状況 

医療安全推進センター 

診療録等の管理に関する責任者
の選任状況 

診療記録管理部 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全推進センター 
高難度新規医療技術の提供の適
否等を決定する部門の状況 

庶務課 

未承認新規医薬品等の使用条件
を定め、使用の適否等を決定する
部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 医療安全推進センター 
入院患者が死亡した場合等の医
療安全管理部門への報告状況 

医療安全推進センター 

他の特定機能病院の管理者と連
携した相互立入り及び技術的助
言の実施状況 

医療安全推進センター 

感染制御センター 
 

当該病院内に患者からの安全管
理に係る相談に適切に応じる体
制の確保状況 

医療安全推進センター 

 

医療安全管理の適正な実施に疑
義が生じた場合等の情報提供を
受け付けるための窓口の状況 

医療安全推進センター 

 

職員研修の実施状況 庶務課 
医療安全推進センター 

感染制御センター 
ＳＤセンター 

管理者、医療安全管理責任者、医
薬品安全管理責任者及び医療機
器安全管理責任者のための研修
の実施状況 
 

医療安全推進センター 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の

概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 
 
 
 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ○２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長 平石 秀幸 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              庶務課長 鶴見 好邦 

 閲覧の求めに応じる場所              事務部 

 閲覧の手続の概要 
 ① 閲覧希望者より当院所定の申請書の提出。 

 ② ①により、病院長までの上申。 

 ③ ②により、本人確認（身分証明書等の提示）の後に情報開示。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０件 

  歯  科  医  師    延        ０件 
      国    延        ０件 
  地 方 公 共 団 体    延        ０件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     〇有・無 

 

 ・ 指針の主な内容：①医療安全管理に関する基本的な考え方 

           ②組織に関する基本的事項 

           ③医療安全管理委員会の設置に関する基本方針 

           ④医療安全推進センターの設置に関する基本方針 

           ⑤監査委員会による外部監査に関する基本方針 

           ⑥特定機能病院間相互のピアレビューに関する基本方針 

             ⑦医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針 

⑧事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関

する基本方針 

             ⑨医療事故発生時の対応に関する基本方針 

            ⑩高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等の医療提供に関する基本方針 

             ⑪患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

             ⑫患者からの相談への対応に関する基本方針 

             ⑬その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

            ⑭本指針の改廃 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

 
・  設置の有無（〇有・無） 
・  開催状況：年１２回  

 ・ 活動の主な内容：①医療に係る安全管理のための指針(基本方針)に関すること 

②医療安全管理委員会の規程に関すること 

③医療安全対策の検討及び研究に関すること 

          ④医療事故の分析及び再発防止策の検討に関すること 

            ⑤医療安全対策のための職員に対する指示に関すること 

            ⑥医療安全対策のために行う提言に関すること 

            ⑦医療事故防止のための啓発、教育、広報及び出版に関すること 

            ⑧監査委員会からの私指摘に関すること 

            ⑨内部通報窓口の設置に関すること 



 
 
 

 

            ⑩医療安全に関する診療内容のモニタリングに関すること 

            ⑪その他医療安全対策に関すること 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１１回 

 

 ・ 研修の主な内容： 

○新入教職員研修  ①平成２８年４月 １日（金）午後２時３０分から３時３０分 

（対象者：平成２８年度新入教職員・医療従事者・看護師等） 

②平成２８年４月９日（土）午前１０時から１１時 

（対象者：平成２８年度新臨床研修医） 

      形 態：オリエンテーション 

      講 師：①医療安全推進センター 安全管理者 橋本 美雪 

          ②医療安全推進センター 安全管理者 辰元 宗人 

      演 題：①「当院での医療安全の取り組みについて」 

          ②「医療安全講習会 臨床研修医」 

      内 容：「当院の医療安全体制」について解説がなされた。 

       参加者：①１３３名 

           ③ ５３名 

  ○第１回 開催日：平成２８年５月３０日（水） 

午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：医療福祉相談室 医療ソーシャルワーカー 東野 怜奈 先生 

       演 題：「これってＤＶ？児童虐待？」 

       内 容：ＤＶと児童虐待について解説がなされた。 

       参加者：一般教職員７８９名 

  ○第２回 開催日：平成２８年６月８日（水） 

           午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

講 師：①放射線部 今野 智史 氏 

    ②放射線科 教授 楫 靖 教授 

       演 題：①「眼の水晶体の放射線影響と線量限度に関する最近の動向」 

           ②「医療被ばくに関する基本的な考え方」 



 
 
 

 

       内 容：「眼の水晶体の放射線影響」と「医療被ばく」について解説がなされた。 

       参加者：４９５名 

  ○第３回 開催日：平成２８年６月２１日（火） 

午後５時３０分から６時３０分 

       形 態：講習会 

講 師：東京海上日動メディカルサービス株式会社 メディカルマネジメント室 

    上席研究員 看護師 恩田 清美 先生 

       演 題：医療現場における個人情報の取り扱い 

       内 容：医療現場における個人情報について解説がなされた。 

      参加者：７３８名 

  ○第４回 開催日：平成２８年７月７日（木） 

午後５時１５分から午後６時１５分 

       形 態：講習会 

       講 師：がん・感染症センター 都立駒込病院 

           輸血・細胞治療科 森山 昌彦 技師 

       演 題：「輸血療法の安全管理」 

       内 容：輸血療法の安全管理について解説がなされた。 

       参加者：５４３名 

  ○第５回 開催日：平成２８年７月８日（金） 

午後５時から６時 

       形 態：講習会 

       講 師：①医療安全推進センター 安全管理者 辰元 宗人 先生 

           ②教育支援センター 医事法制研究室 講師 上杉 奈々 先生 

       演 題：「薬剤に関するインシデント事例の課題と対策」 

       内 容：薬剤のインシデント事例について解説がなされた。 

       参加者：４４５名 

○第６回 開催日：平成２８年９月１２日（月） 

         午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：京都大学 医学部附属病院 医療安全管理室長（検査部 病院教授） 

           （日本医療安全学会理事）松村 由美 先生 



 
 
 

 

       演 題：「インフォームド・コンセントの重要性について『説明と同意』と 

            『インフォームド･コンセント』は何がどう違うのか？」 

        内 容：インフォームド･コンセントの重要性について解説がなされた。 

       参加者：７２５名 

  ○第６回 開催日：１日目 平成２８年１０月３日（月） 

           ２日目 平成２８年１０月１１日（火） 

           ３日目  平成２８年１０月１７日（月） 

           ４日目 平成２８年１０月１９日（水） 

           ５日目 平成２８年１０月２０日（木） 

           ６日目 平成２９年 ３月１０日（金） 

       形 態：講習会（ＤＶＤ放映会） 

       講 師：京都大学 医学部附属病院 医療安全管理室長（検査部 病院教授） 

           （日本医療安全学会理事）松村 由美 先生 

       演 題：インフォームド・コンセントの重要性について『説明と同意』と 

           『インフォームド･コンセント』は何がどう違うのか？」 

       内 容：インフォームド･コンセントの重要性について解説がなされた。 

       参加者：１日目 １８０名 ２日目 １３５名 ３日目 １５５名 

           ４日目 １０９名 ５日目 １２２名 ６日目 ２９９名 

   ○第７回 開催日：平成２８年９月２８日（水） 

午後５時から午後６時 

       形 態：講習会 

       講 師：薬剤部 部長 本田 雅巳 先生 

       演 題：「副作用被害救済制度と今後の医薬品安全管理について」 

       内 容：今後の医薬品管理について解説がなされた。 

参加者：２２２名 

  ○第８回 開催日：平成２８年１１月２１日（月） 

           午後５時１０分～６時１０分 

       形 態：講習会 

       講 師： ①災害医療整備コーディネーター 林 洋克 先生 

            ②救急医学 鍛 良之 先生 

            ③精神神経科 藤平 明広 先生 



 
 
 

 

       演 題：①「DMAT ロジスティックチームの活動報告」－熊本地震－ 

               ②「日本集団災害医学会災害医療コーディネートサポートチーム活動報告」 

            ③「平成２８年熊本地震における DPAT 活動」 

       内 容：熊本地震における活動について報告がなされた。 

       参加者：１５２名 

  ○第９回  開催日：平成２９年１月２３日（月） 

午後５時３０分～６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：①放射線部 看護師 高山 友子 主任 

           ②広島大学大学院 放射線診断学研究室 粟井 和夫 教授 

       演 題：①「放射線部における造影 CT 前のチェックポイント」 

           ②「CT,MRI 等の造影検査の安全対策」 

内 容：造影検査について報告がなされた。 

         参加者：１６７名 

  ○第１０回 開催日：平成２９年３月１６日（木） 

午後５時１５分～６時１５分 

        形 態：講習会 

        講 師：輸血部 篠原 茂 技師 

            輸血部 高橋 渉 先生 

        演 題：「輸血関連インシデント事例報告」 

         内 容：輸血関連インシデント事例内容、要因、再発防止の取り組みについて解説

がなされた。 

         参加者：９２名 

○第１１回 開催日：平成２９年３月２２日（水） 

午後５時～６時 

        形 態：講習会 

        講 師：①医療安全管理責任者 窪田 敬一 先生 

            ②医療機器安全管理責任者 小野 一之 先生 

            ③医薬品安全管理責任者 本田 雅巳 先生 

        演 題：「特定機能病院の承認要件について」 

         内 容：特定機能病院の承認要件について報告がなされた。 



 
 
 

 

参加者：１４０４名 

○ビデオ視聴 

       形 態：医療安全推進センター管理ビデオ視聴 

視聴者数：６３３名(平成２９年５月１日現在) 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 〇有・無 ） 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 

【タイトル】 

看護師による男性患者の尿道留置カテーテル挿入後の陰茎浮腫 

【情報】 

・看護師が男性の尿道カテーテルを留置してはいけないという法律はない。しかしながら、教育 

課程の多くや当院の卒後教育では女性の留置手技は行うが男性の手技は行っていない。 

近隣の大学病院に確認した結果、看護師は男性の尿道カテーテル留置の手技は行っていないと   

いう回答であった。 

・自己導尿の患者に対して指導・介助を行っているので、緊急入院、緊急手術時や医師が多忙・ 

不在時には看護師が挿入していることがあった。これまでに同様の症状を呈する患者がいなかっ 

た。仮性包茎の患者の看護に対する知識が不足していた。 

【事例概要】 

  患者は 43 歳男性。右被殻出血にて 7/14 に入院した。7/23 尿道留置カテーテルを抜去後に尿閉 

があり、7/24、10 時再挿入を看護師が行った。その後、オムツ交換等を数回行うが、陰茎浮腫等

の異状は確認されていなかった。7/25、10 時の清拭時に陰茎の浮腫に気づき主治医診察後、泌尿

器科依頼した。用手整復を試みたが困難なため病棟にて局所麻酔下で切開術を行った。 

【検証】 

・当該病棟では、正看護師 28 人中 3 人が尿道留置カテーテル挿入の経験がある。その 3 人は他施 

設での勤務経験があり、他施設に在職中に、尿道留置カテーテル挿入を経験していた。 

 ・緊急入院や緊急手術・検査・治療を行う時に、尿道留置カテーテル挿入を施行することが多い。 

 ・手術室で、緊急手術を実施する時に看護師が尿道留置カテーテル挿入を施行することがある。 

 ・看護部が作成した看護手順（基本的看護技術）と新人看護職員研修ガイドの排泄機能技術の 

「膀胱留置カテーテルの挿入と管理」の留意点に、「男性のバルンカテーテル挿入は医師が行う」 

と記載してあり、卒後教育は実施していないため経験者がほとんどいない状況である。 

＜臨床の問題点＞ 



 
 
 

 

・尿道留置カテーテル挿入において、看護師の技術・知識の教育が不十分であり、すぐに実施する 

ことは困難である。手順書を変更しても、手順書通りにすぐに実施することは困難である。 

・尿道留置カテーテル挿入を医師が必ず行うためには、マンパワー不足がある。 

 

【改善策】 

   男性の尿道カテーテル挿入の方法について当該病棟で話し合いを行った。その結果、男性の尿

道カテーテル留置・導尿は医師が行うことを医局・病棟で周知した。その事例をもとに医療安全

管理部門会議で検討し、さらに医療安全管理委員会で対策を検討した。 

以下の対策を行うことになった。 

   1 本年度中に看護部リスクマネジャー委員会と泌尿器科にて、学習会（講義・演習）を行い次

年度より実施できるように計画していく。 

   1 医療安全推進センターが介入し、安全な手技の習得を目指す。 

   1 感染制御センターが介入し、感染予防対策を踏まえた手技の習得を目指す。 

 【現在】 

 ・同インシデント報告はない。 

 ・本年度中に看護部リスクマネジャー委員会が主体となり、泌尿器科・感染制御センターとともに

学習会（講義・演習）を行い次年度より実施できるようする。 

（注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の１１第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  院内感染対策のための指針の策定状況 

   〇有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
   制定:平成19年10月1日 

改訂:平成24年1月18日 
改訂:平成27年10月1日 

 
・院内感染防止対策に関する基本的な考え方 

 ・院内感染防止に関する基本的事項 
 ・院内感染対策のための従業者に対する研修に関する基本方針 
・感染事例報告などの医療にかかわる安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
・施設内感染事例発生時の対応に関する基本方針 
・患者等に対する当該指針の閲覧にする基本方針 
・患者からの相談への対応に関する基本方針 
・その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
  ・活動の主な内容： 

1) 院内ラウンドの報告 
2) 病原体の検出報告（ＭＲＳＡ、緑膿菌、血液培養陽性、薬剤耐性菌、ＣＤの検出状況等） 
3) 感染症治療薬使用状況（毎月の抗ＭＲＳＡ薬、カルバペネム系抗菌薬、第４世代セフェム 

系抗菌薬、抗真菌薬） 
4) 届出感染症等の発生報告 
5) その他 
 

・開催状況：  第１回 平成28年4月26日    第７回  平成28年10月25日  
第２回 平成28年5月24日    第８回  平成28年11月29日 
第３回 平成28年6月28日    第９回  平成28年12月27日 
第４回 平成28年7月26日    第10回   平成29年 1月31日 
第５回 平成28年8月30日    第11回   平成29年 2月28日  
第６回 平成28年9月27日    第12回  平成29年 3月28日 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 全教職員対象 
年5回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

  ○研修医オリエンテーション 
     

・日   時：平成２８年４月 ８日(金)   9:00～17:00 
平成２８年４月１１日(月)  15:00～17:00 

・場    所：教育医療棟6階 会議室 
・演習･講義：『手洗いと手指消毒効果』･『Ｎ95マスクフィットテスト』･『PPE着脱』 

             『針刺し・切創事例届出』『症例シミュレーション』 
                  演習手洗いと手指消毒効果判定,グループ討論、講義 『抗菌薬の基礎』 
      ・講   師： 感染制御センタースタッフ（医師・薬剤師・看護師・臨床検査技師など） 
        ・受 講 数 ： 53名  
 

     ○新規採用者オリエンテーション 
 
     ・日程及び内容：採用月に30分程度実施 

・対 象 者： 医師（後期研修医含）、医療従事者、事務など 
・場  所： 病院３階中会議室№２、他 

     ・講  義： 「身近にある感染の危険性」 
     ・演  習： 「N95マスクの正しい脱着」（医師のみ） 
     ・講  師： 早川千亜紀 （感染制御センター・感染制御実践看護師） 
     ・受 講 数： 医師 27名、医療従事者・事務など 32名  
 



 
 
 

 
        〇新規採用者・復帰者オリエンテーション 
 
      ・日 程：平成２８年８月８日(月)、平成２９年３月１日(水)、３月１３日(月) 
      ・対象者：看護師、看護補助 
      ・場 所：看護部研修室 
      ・講 義：「施設内感染防止の正しい知識・技術」「身近にある感染症」 
      ・講 師：平野正江（看護部師長 ICT）､早川千亜紀（感染制御センター・感染制御実践 

看護師 
      ・受講数： 32名 

     
○感染防止対策講習会（全教職員対象） 
 
【第１回】 日 時：平成２８年７月２５日(月) 17:10～18:10 

       場 所：関湊記念ホール 
内 容：『輸入感染症 デング熱、ジカ熱を含めて』 

       講 師：春木 宏介 先生 （獨協医科大学越谷病院 感染制御部部長）  
       受講数：９０７名 
 

      【第１回ＤＶＤ放映会】 
            日 時：平成２８年８月１０日(水) 17:10～18:10 
                 13:30～14:30、14:50～15:50、16：10～17:10、17:30～18:30 
            場 所：関湊記念ホール, 
            受講数：６０９名 
 
      【第２回】 日 時：平成２８年９月２７日(火） 17:10～18:10 
            場 所：関湊記念ホール 

内 容：『最近の結核の話題から－結核の世界的流行と院内感染防止－』 
            講 師：石川 克信秀 先生 （結核予防会結核研究所 所長） 

 受講数：９４３名 
 

【第２回ＤＶＤ放映会】 
       日 時：平成２８年１０月１３日(木)  
            13:30～14:30、14:50～15:50、16：10～17:10、17:30～18:30 
       場 所：関湊記念ホール 
       受講数：３７２名 

 
【第３回】 日 時：平成２８年１０月２０日(木) 17:00～18:10 

       場 所：関湊記念ホール 
内 容：『医療関係者として知らないと怖いＢ型肝炎』 

       講 師：室久 俊光 先生   （獨協医科大学病院 消化器内科 准教授） 
            受講数：３４２名 
    

【第３回ＤＶＤ放映会】 
            日 時：平成２８年１１月９日(水)  

            13:30～14:30、14:50～15:50、16：10～17:10、17:30～18:30 
       場 所：臨床医学棟10階講堂 
       受講数：２７３名 
 
【第４回】 日 時：平成２８年１１月１日(火） 17:10～18:10 

            場 所：関湊記念ホール 
      内 容：『目の感染症』 

            講 師：鈴木 重成 先生 （獨協医科大学病院 眼科 講師） 
 受講数：２９０名 

      
【第４回ＤＶＤ放映会】 

            日 時：平成２８年１１月２９日(火)  
            13:30～14:30、14:50～15:50、16：10～17:10、17:30～18:30 
       場 所：臨床医学棟10階講堂 
       受講数：２４２名 
 
【第５回】 日 時：平成２９年１月１０日(火） 17:10～17:40 

            場 所：関湊記念ホール 
『教職員受講必須講習会』 



 
 
 

 
            演題①：『ノロウイルスの事例報告と感染拡大防止に向けて』 

演者①：福島 篤仁 先生 （感染制御センター 副センター長） 
演題②：『院内感染拡大防止のために全職員で取り組むべきこと』 
演者②： 早川 千亜紀 （感染制御センター・感染制御実践看護師） 

 受講数：１,１６１名 
 
【第５回ＤＶＤ放映会】 

            日 時：平成２９年１月１６日(月)～１月１８日（水）  
            13:30～14:10、15:30～16:10、17：00～17:40 
       場 所：臨床医学棟10階講堂 
       受講数：９９１名 

 
 

         ○平成28年度 ＤＶＤ視聴会 
            

 視聴者数：９８１名 
  

       ○部署別講習会 
      
【放射線部対象講習会】 
 
１回目   日 時：平成２８年５月２４日(火)、６月７日(火) 17：30～18：30 

      場 所：臨床医学棟１０階講堂 
内 容：講義「放射線撮影業務における感染症対策」 

       講 師：早川千亜紀 （感染制御センター・感染制御実践看護師） 
受講数：７１名 

 
２回目   日 時：平成２８年１２月２１日（水） 17：30～ 

場 所：教育医療棟6階シミュレーション講義室１ 
内 容：講義「経路別予防策について」 
講 師：早川千亜紀 （感染制御センター・感染制御実践看護師）   

               受講数：２６名         
 
【委託業者対象講習会】 

 
・内 容： 講義「インフルエンザ対策・ノロウイルス対策、空調管理」 
・日 時： 平成  ２８年１２月５日(月)～１２月９日(金) 

            10:30～、15:00～ 各30分間 
  ・場 所： 教育医療棟７階会議室 
  ・講 師： 早川千亜紀（感染制御センター・感染制御実践看護師） 
            松浦美和 （看護部師長・感染制御実践看護師） 
         畠山享美 （看護部主任・感染制御実践看護師） 
         香取三奈 （看護部・感染管理認定看護師） 
         山崎晃代 （看護部・感染制御実践看護師） 
   ・受講数： ３３５名 
 
【にじいろきっず】 
 

・内 容： 講義「排泄物の処理と対応」 
・日 時： 平成 ２８年９月２９日(木) 10:30～11:30  

  ・場 所： にじいろきっず 
  ・講 師： 早川千亜紀（感染制御センター・感染制御実践看護師） 
  ・受講数：  5名 
    

      【病棟勉強会】 
 
       ・内 容： 講義「知っておくと便利な臨床微生物」 
       ・日 時： 平成 ２８年１０月２５日（火） 17：00～ 
       ・場 所： ４階西病棟 カンファレンスルーム 
       ・講 師： 岡本友紀（感染制御センター兼務・感染制御認定臨床微生物検査技師） 
       ・受講数： 20人程度 
 

○新入職者オリエンテーション（平成29年度4月採用予定者） 



 
 
 

 
           

・日  時：平成２９年３月１０日(金) 10：30～11：20 
      ・場 所：教室棟 １２０番教室、     
      ・講 師：早川千亜紀（感染制御センター・感染制御実践看護師） 
        ・受講数：１１２名 
 
            ・日 時：平成２９年３月１７日(金) 
      ・場 所：大学会議室№２  13：10～14：00 
      ・講 師：松浦美和（看護部師長・感染制御実践看護師） 

       ・受講数：８名 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 

  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 〇有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

感染症起因菌検出時に臨床検査センターから主治医および感染制御センターへその都度報告
される。その感染症の届出を要するものについて、速やかに提出されない場合、感染制御センタ
ーから主治医へ届出提出を促している。 
また、入院患者および職員の感染症罹患情報を「健康観察把握票」に記載し、随時感染制御セ

ンターへ提出することになっている。感染制御センターでは「健康観察把握票」をもとに感染対
策状況を確認し、指導している。 
全ての職員に配付している医療安全管理マニュアル（ポケット版）に感染症の届出の手順を明

記している。 
職員に対して周知・伝達が必要な情報は.職員専用デジタルサイネージに掲載し情報提供をし

ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の１１第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
   〇有・無  

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
    ① 副作用被害救済制度と今後の医薬品安全管理について 

② 人はなぜ薬物依存症になるのか 
～がん診療に携わる医療者が知っておくべき薬物依存の知識～ 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 〇有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容：  
     〇手順書の内容 

医薬品の採用、医薬品の購入、調剤室における医薬品の管理、病棟・各部門への医薬品の
供給、外来患者への医薬品使用、在宅患者への医薬品使用、病棟における医薬品の管理、
入院患者への医薬品使用、医薬品情報の収集・管理・提供、手術・麻酔部門、救命救急セ
ンター及び集中治療室、輸血・血液管理部門、生命維持管理装置領域、臨床検査部門、画
像診断部門、歯科領域、他施設との連携、事故発生時の対応、教育・研修、特に安全管理
が必要な医薬品（ハイリスク薬）、院内製剤、未承認・適応外および禁忌等の使用につい
て。 

     〇実施状況 
 手順書に従って業務を行なっているか、担当の薬剤師が各部署の実施状況を、チェック表
をもとに、最低1年に1回調査する。 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 〇有・無 ） 

〇添付文書 ・IF(インタビューフォーム) ・製薬メーカー医薬品情報センター ・文献 
〇製薬メーカーMR ・製薬企業ホームページ ・PMDAからの情報 ・行政からの通知文書 
〇取引卸からの情報 ・取引卸のホームページ ・インターネット情報 

・ 未承認等の医薬品の使用の情報の収集 
  未承認等の医薬品の使用の際には、「新規医療技術等管理部門」に届け出る。 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 
     ①新規自動注射剤調剤機(ピッキングマシン)の導入と注射剤供給方法の変更により、「注

射剤の一施行毎の供給」を全病棟で開始。 
②上記供給の監査工程では、全注射剤（アンプル、バイアル、輸液など）を一本ずつバー
コードリーダーで注射箋と照合する方法に変更した。 

 
（注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

規則第１条の１１第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   〇有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５１回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

製造販売業者による除細動器研修会 ２回 

臨床工学部による病棟単位の人工呼吸器勉強会（取扱説明等）２９回 

臨床工学部による人工心肺装置及び補助循環装置勉強会（取扱説明等）３回 

臨床工学部による血液浄化装置勉強会（取扱説明等）３回 

製造販売業者による閉鎖式保育器研修会（取扱説明等）２回 

製造販売業者による診療用高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線発生装置勉強会（取扱説明等）５回 

製造販売業者による診療用放射線照射装置勉強会（取扱説明等）７回 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 〇有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

保守点検記録表に基づく点検の実施 

保守点検記録表の保管・管理 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 〇有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療機器の安全使用のために必要な不具合情報や安全性情報等を、製造販売業者等から収集

し、病院長及び医療機器安全管理責任者へ報告するとともに、関連部署へ周知徹底 

医療機器の添付文書・取扱説明書等の保管・管理 

 

（注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 

規則第９条の２３第１項第１号から第１５号に掲げる事項の実施状況 
 

① 医療安全管理責任者の配置状況 〇有・無 

   
・責任者の資格（〇医師・歯科医師） 

 

 ・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及

び医療機器安全管理責任者の統括状況 

当院では、医療安全管理を担う部門として平成１４年１０月１日に「医療安全管理部（現；医療 

安全推進センター）」を設置し、副院長（医療安全推進担当）が当該部門長として医療安全推進 

センター及び医療安全管理委員会に係る業務を統括してきた。今般、特定機能病院承認要件の見 

直しを受け、上記の者を従来の統括業務に加え、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責 

任者の安全管理業務全般をも統括する“医療安全管理責任者”として位置づけ、新たに平成２８ 

年９月１日付けで人事発令（病院長名）を行った。今後は、医療法施行規則の一部を改正する省 

令を遵守し、特定機能病院として更なる高度で安全な医療の提供が実施できるよう体制整備に取 

り組むこととしている。 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

〇有（６名）・無 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・ 医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

〇整理は、DI業務（Drug Information Services）として医薬品情報担当者を配置し実施し

ている。 

〇周知は、・電子カルテ内に「薬剤部」のページを作り情報周知に役立てている。 

  〇採用医薬品については 2年毎に「医薬品集」を発行し院内医療職へ配布。その間は(追 

  補版を作成し配布) 

〇院内の各部署、診療科より代表者メールを管理し、メーリングリストを作成し配信 

〇院内庶務課より、院内の各部署、診療科へ書面を作成し送付 

〇緊急性の高い緊急安全性情報、安全性情報については情報入手後、前記 2ルート(メール

配信、書面での送付)と共に、電子カルテ薬剤部ページへの掲載。並びに、過去３か月に

遡り対象医薬品を処方した医師を抽出し個々の医師宛て書面にて注意喚起を行う。 

〇医薬品・医療機器等安全性情報に掲載された「重要な副作用等に関する情報」についても

同様に過去３か月に遡り、対象医薬品を処方した医師を抽出し個々の医師宛て書面にて注



 
 
 

 

意喚起を行う。また、薬事委員会の席でも報告事項として案内する。 

〇医薬品の回収命令についても前記同様な対応を実施。 

〇メーカーによる不良品・事故品の回収情報は、医療安全管理責任者（医療安全推進センタ

ー）を通じて病院長へ報告。 

〇自主回収、製造販売中止などの情報については、院内配置在庫の回収、薬剤部在庫の確認

を経て随時実施する。 

〇院内の「デジタルサイネージ」に、特に重要な案内を掲載している(2回/月) 

・ 未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

〇使用希望の診療科の長は、「医療安全推進センター」内の「新規医療技術等管理部門」に

申請してもらい、「未承認新規医薬品評価委員会」または「未承認新規医療機器評価委員

会」で審議された後、「新規医療技術等管理部門」で許可、症例把握するシステムを実施。 

・ 担当者の指名の有無（〇有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：新規医療技術等管理部門 職種：医師）３名 

（所属：新規医療技術等管理部門 職種：薬剤師）３名 

（所属：新規医療技術等管理部門 職種：看護師）２名 

（所属：新規医療技術等管理部門 職種：臨床工学技士）１名 

（所属：新規医療技術等管理部門 職種：事務）５名 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 〇有・無 

 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無 （〇有・無） 

・規程等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な

内容： 

責任者を１名（医療安全管理部門長）配置し、診療科より２ヶ月に一度責任者に報告してもら

う。責任者は規定に定められた事項の遵守状況を確認し、適切でない事例が認められた場合は、

当該事例を各部署に通知し、又は研修で取り上げる等して、適切に説明が行われるようにして

いる。  

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 
〇有・無 

・ 診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：  
① 診療記録管理委員会への診療情報管理士による入院カルテの点検結果報告と改善要請。 
② 医師による退院サマリーの作成状況の把握と早期な作成要請。 
③ 医療クラークによる書類作成等の医師事務補助作業の実施状況の確認。 
④ 書類のスキャニング及び当該文書等の取扱状況（量）の把握。 



 
 
 

 
⑤ 電子化されていない診療録等の適切な保管スペースの確保と整理。 
 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 〇有・無 

 

 ・所属職員：専従 （ ８）名、専任（ １）名、兼任（ ９）名 

  うち医師：専従 （ ０）名、専任（ １）名、兼任（ ４）名 

  うち薬剤師：専従（ ０）名、専任（ ０）名、兼任（ ３）名 

  うち看護師：専従（ ２）名、専任（ ０）名、兼任（ １）名 

 （注）報告書を提出する年度の 10 月 1 日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容 

①医療安全対策の検討及び研究に関すること 

 ②医療事故の分析及び再発防止策の検討に関すること 

   ③医療安全対策のための職員に対する指示に関すること 

   ④医療安全対策のために行う提言に関すること 

   ⑤医療事故防止のための啓発、教育、広報及び出版に関すること 

   ⑥安全パトロ－ル 

  ⑦その他医療安全対策に関すること 

※毎日インシデント報告分析支援システムを確認し、不備があればリスクマネジャーに差し 

戻し、場合によっては電話して状況を確認しており、事例に関するカンファレンスにも出席し

て、インシデント防止に努めている。 

※平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準をみたしていることについて説明すること。 

※医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ

いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況   

・ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（〇有・無） 

・ 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規

医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無 

（〇有・無） 

・ 活動の主な内容 

高難度新規医療技術を用いた医療を実施するにあたり、その医療と既存の医療技術を比較 

し、その優位性や設備状況等を審議する。また、承認された後はその医療を受けた患者の情報



 
 
 

 

を後追いし、後遺症等が発生していないかを把握する予定である。 

・ 規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（〇有・無） 

・ 高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（〇有・無） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否を決定する部門の状況 

  ・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無 
   （〇有・無） 
  ・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規

医療技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無 
   （〇有・無） 
  ・活動の主な内容 
   高難度新規医療技術を用いた医療を実施するにあたり、その医療と既存の医療技術を比較 し

、その優位性や設備状況等を審議する。また、承認された後はその医療を受けた患者の情報を
後追いし、後遺症等が発生していないかを把握する予定である。 

・ 規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（〇有・無） 

・ 未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （〇有・無） 
⑨ 監査委員会の設置状況 〇有・無 

 ・監査委員会の開催状況：平成２８年度未開催 

 ・活動の主な内容：平成２８年度未開催 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（有・〇無） 

・委員名簿の公表の有無（〇有・無） 

・委員の選定理由の公表の有無（〇有・無） 

・公表の方法：病院 HP に掲載 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（〇を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

十川 康弘 上都賀総合病院

病院長 

 

〇 

医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者 

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

菊池 不佐

男 

菊地法律事務所

弁護士 

 法律に関する

識見を有する

者 

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

飯島 一彦 下野新聞社 

取締役 主筆 

 医療を受ける

者の代表者 

有・〇無 医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者

（１．に掲げる者を除



 
 
 

 

く。） 

平石 秀幸 獨協医科大学 

内科学（消化器）

教授 

 医療に関する

学識経験者 

〇有・無 その他 

秋山 一文 獨協医科大学 

精神生物学 

教授 

 医療に関する

学識経験者 

〇有・無 その他 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の１～３のいずれかを記載すること。 

１．医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

２．医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（１．に掲げる者を除く。） 

３．その他 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

 

 ・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年６３４件（H28.4.1～H29.3.31） 

 ・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事

実及び発生前の状況に関する医療安全部門への報告状況：年１３６件（H28.4.1～H29.3.31） 

 ・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

≪所掌業務≫ 

①医療安全対策の検討及び研究に関すること 

②医療事故の分析及び再発防止策の検討に関すること 

③医療安全対策のための職員に対する指示に関すること 

④医療安全対策のために行う提言に関すること 

⑤医療事故発生防止のための啓発、教育、広報及び出版に関すること 

⑥その他医療安全対策に関すること 

≪具体的業務≫ 

① インシデント･アクシデント報告書及び問題（又は問題となりうる）事例届を収集し、事例ごと

に分類し、さらに発生要因の分析を行い、事故の防止策を検討する。 

②検討を行った医療安全対策を病院長に報告するとともに、職員に周知し、安全策の具体的方策の指

示を行う。 

③医療安全対策のための教育及び研修を行う。 

④医療事故安全対策のためのマニュアルを作成する。 

⑤インシデント・アクシデントの報告は、原因分析から安全対策作成のための大きな教訓となること



 
 
 

 

から、これらの情報収集が重要となるが、報告者が不利益を被らないよう配慮する。 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・ 他の特定機能病院への立入り（ 〇有（病院名：慶應義塾大学病院（H28 年度））・無） 

・ 他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 〇有（病院名：慶應義塾大学病院（H28 年度））・

無） 

・ 技術的助言の実施状況 

<平成２８年度指摘事項> 

・研修における効果測定がミニテスト等になっていないので、今後 e－ラーニング導入をすすめる

といい。 

  ・赴任者に対する研修について、まとめて実施されているが、着任前にできるだけ速やかにされた 

  い。 

  ・医療安全部門で、かなりこまごました事を決めなくてはいけない現状を、少ない人数で行ってい

ることから、下部組織としてのワーキンググループが必要と考える。 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

  ・体制の確保状況 
病院１階の地域医療連携センター内に“患者相談窓口”を設置し、専従の医療ソーシャルワーカーを配
置している。患者からの相談内容に応じて、医療安全管理を担う「医療安全推進センター」との連携体
制を構築している。 

 
⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 
 
  ・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（〇有・無） 
  ・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（〇有・無） 
  ・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（〇有・無） 
 
⑭ 職員研修の実施状況 

  ・研修の実施状況 

①平成２８年４月 １日（金）午後２時３０分から３時３０分 

（対象者：平成２８年度新入教職員・医療従事者・看護師等） 

②平成２８年４月９日（土）午前１０時から１１時 

（対象者：平成２８年度新臨床研修医） 

      形 態：オリエンテーション 

      講 師：①医療安全推進センター 安全管理者 橋本 美雪 

          ②医療安全推進センター 安全管理者 辰元 宗人 

      演 題：①「当院での医療安全の取り組みについて」 

          ②「医療安全講習会 臨床研修医」 



 
 
 

 

      内 容：「当院の医療安全体制」について解説がなされた。 

       参加者：①１３３名 

           ③ ５３名 

  ○第１回 開催日：平成２８年５月３０日（水） 

午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：医療福祉相談室 医療ソーシャルワーカー 東野 怜奈 先生 

       演 題：「これってＤＶ？児童虐待？」 

       内 容：ＤＶと児童虐待について解説がなされた。 

       参加者：一般教職員７８９名 

  ○第２回 開催日：平成２８年６月８日（水） 

           午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

講 師：①放射線部 今野 智史 氏 

    ②放射線科 教授 楫 靖 教授 

       演 題：①「眼の水晶体の放射線影響と線量限度に関する最近の動向」 

           ②「医療被ばくに関する基本的な考え方」 

       内 容：「眼の水晶体の放射線影響」と「医療被ばく」について解説がなされた。 

       参加者：４９５名 

  ○第３回 開催日：平成２８年６月２１日（火） 

午後５時３０分から６時３０分 

       形 態：講習会 

講 師：東京海上日動メディカルサービス株式会社 メディカルマネジメント室 

    上席研究員 看護師 恩田 清美 先生 

       演 題：医療現場における個人情報の取り扱い 

       内 容：医療現場における個人情報について解説がなされた。 

      参加者：７３８名 

  ○第４回 開催日：平成２８年７月７日（木） 

午後５時１５分から午後６時１５分 

       形 態：講習会 

       講 師：がん・感染症センター 都立駒込病院 



 
 
 

 

           輸血・細胞治療科 森山 昌彦 技師 

       演 題：「輸血療法の安全管理」 

       内 容：輸血療法の安全管理について解説がなされた。 

       参加者：５４３名 

  ○第５回 開催日：平成２８年７月８日（金） 

午後５時から６時 

       形 態：講習会 

       講 師：①医療安全推進センター 安全管理者 辰元 宗人 先生 

           ②教育支援センター 医事法制研究室 講師 上杉 奈々 先生 

       演 題：「薬剤に関するインシデント事例の課題と対策」 

       内 容：薬剤のインシデント事例について解説がなされた。 

       参加者：４４５名 

○第６回 開催日：平成２８年９月１２日（月） 

         午後５時３０分から午後６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：京都大学 医学部附属病院 医療安全管理室長（検査部 病院教授） 

           （日本医療安全学会理事）松村 由美 先生 

       演 題：「インフォームド・コンセントの重要性について『説明と同意』と 

            『インフォームド･コンセント』は何がどう違うのか？」 

        内 容：インフォームド･コンセントの重要性について解説がなされた。 

       参加者：７２５名 

  ○第６回 開催日：１日目 平成２８年１０月３日（月） 

           ２日目 平成２８年１０月１１日（火） 

           ３日目  平成２８年１０月１７日（月） 

           ４日目 平成２８年１０月１９日（水） 

           ５日目 平成２８年１０月２０日（木） 

           ６日目 平成２９年 ３月１０日（金） 

       形 態：講習会（ＤＶＤ放映会） 

       講 師：京都大学 医学部附属病院 医療安全管理室長（検査部 病院教授） 

           （日本医療安全学会理事）松村 由美 先生 

       演 題：インフォームド・コンセントの重要性について『説明と同意』と 



 
 
 

 

           『インフォームド･コンセント』は何がどう違うのか？」 

       内 容：インフォームド･コンセントの重要性について解説がなされた。 

       参加者：１日目 １８０名 ２日目 １３５名 ３日目 １５５名 

           ４日目 １０９名 ５日目 １２２名 ６日目 ２９９名 

   ○第７回 開催日：平成２８年９月２８日（水） 

午後５時から午後６時 

       形 態：講習会 

       講 師：薬剤部 部長 本田 雅巳 先生 

       演 題：「副作用被害救済制度と今後の医薬品安全管理について」 

       内 容：今後の医薬品管理について解説がなされた。 

参加者：２２２名 

  ○第８回 開催日：平成２８年１１月２１日（月） 

           午後５時１０分～６時１０分 

       形 態：講習会 

       講 師： ①災害医療整備コーディネーター 林 洋克 先生 

            ②救急医学 鍛 良之 先生 

            ③精神神経科 藤平 明広 先生 

       演 題：①「DMAT ロジスティックチームの活動報告」－熊本地震－ 

               ②「日本集団災害医学会災害医療コーディネートサポートチーム活動報告」 

            ③「平成２８年熊本地震における DPAT 活動」 

       内 容：熊本地震における活動について報告がなされた。 

       参加者：１５２名 

  ○第９回  開催日：平成２９年１月２３日（月） 

午後５時３０分～６時３０分 

       形 態：講習会 

       講 師：①放射線部 看護師 高山 友子 主任 

           ②広島大学大学院 放射線診断学研究室 粟井 和夫 教授 

       演 題：①「放射線部における造影 CT 前のチェックポイント」 

           ②「CT,MRI 等の造影検査の安全対策」 

内 容：造影検査について報告がなされた。 

         参加者：１６７名 



 
 
 

 

  ○第１０回 開催日：平成２９年３月１６日（木） 

午後５時１５分～６時１５分 

        形 態：講習会 

        講 師：輸血部 篠原 茂 技師 

            輸血部 高橋 渉 先生 

        演 題：「輸血関連インシデント事例報告」 

         内 容：輸血関連インシデント事例内容、要因、再発防止の取り組みについて解説が

なされた。 

         参加者：９２名 

○第１１回 開催日：平成２９年３月２２日（水） 

午後５時～６時 

        形 態：講習会 

        講 師：①医療安全管理責任者 窪田 敬一 先生 

            ②医療機器安全管理責任者 小野 一之 先生 

            ③医薬品安全管理責任者 本田 雅巳 先生 

        演 題：「特定機能病院の承認要件について」 

         内 容：特定機能病院の承認要件について報告がなされた。 

参加者：１４０４名 

○ビデオ視聴 

       形 態：医療安全推進センター管理ビデオ視聴 
視聴者数：６３３名(平成２９年５月１日現在) 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修の 
実施状況  

 
  ・研修の実施状況 
   研修会名称；平成２８年度医療安全に関するワークショップ 
   実 施 日；１１月２８日（月）、２９日（火）、１２月２日（金） 
   主 催 者；厚生労働省関東信越厚生局 
   参加者：〇副 院 長（現；病院長（管理者）） 

〇副 院 長（医療安全管理責任者） 
〇薬剤部長（医薬品安全管理責任者） 
〇看護部長 
〇事務部長    

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1日

の員数を記入すること 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 
 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 〇有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  公益財団法人 日本医療機能評価機構 

  訪問審査受審(３rdG:Ver.1.0）：平成２５年１０月２日（水）～３日（木）の２日間 

  認定年月日：平成２５年１１月１７日（認定日より５年間有効） 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 〇有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  栃木県保健医療計画（６期計画）に基づき、がんの医療、脳卒中の医療、心筋梗塞の医療、

糖尿病の医療、救急医療、災害医療、周産期医療及び小児医療を主な地域における当院の役割

と基本方針に定め、啓発ポスターの院内掲示やＨｐ、ラジオ等での情報発信をはじめ、他の医

療機関関係者並びに地域住民に対して研修会やセミナーを開催している。 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 〇有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  ハートセンターなど、心臓・血管疾患診療に携わる当院３診療科（心臓・血管内科、循環器

・腎臓内科、心臓・血管外科）の医師が、医療従事者とともに各診療科の枠組みを超え、一

致協力して診療を行っており、これまで以上に急性期医療から心臓リハビリテーションに至

るまで、質の高い医療を多くの患者様に提供しているほか、近年では前立腺センター、再生医

療センター及び放射線治療センターを設置するなど、中央部門に１８センターを整備し各診療

科が密接な連携を取り、患者様により分かりやすく安全な医療を提供するため、積極的なセン

ター化に取り組んでいる。 



 
 

(様式第 8) 

                                                           獨医大病庶庶第５５号  

平成２９年１０月４日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名 学校法人 獨協学園       

理事長 寺 野   彰 (印)  

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。  

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
【平成28年度受講状況】 
研修会名称；平成２８年度医療安全に関するワークショップ 
実 施 日；１１月２８日（月）、２９日（火）、１２月２日（金） 
主 催 者；厚生労働省関東信越厚生局 
参 加 者；〇副 院 長（現；病院長（管理者）） 

〇副 院 長（医療安全管理責任者） 
〇薬剤部長（医薬品安全管理責任者） 
〇看護部長 
〇事務部長 

【平成29年度受講予定】 
研修会名称；平成２９年度医療安全に関するワークショップ 
実 施 日；１２月４日（月）、５日（火）、８日（金） 
主 催 者；厚生労働省関東信越厚生局 
参 加 者；〇病院長（管理者） 

〇看護部副部長 
〇薬剤部副部長 
〇事務部次長 

研修会名称；平成２９年度特定機能病院管理者研修 
実 施 日；３月１３日（火）、１４日（水） 
主 催 者；日本医療機能評価機構 
参 加 者；〇副院長（医療安全管理責任者） 
      〇臨床工学部長（医療機器安全管理責任者） 

〇薬剤部長（医薬品安全管理責任者） 

 
2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従 （ ８）名、専任（ １）名、兼任（ ９）名 
 うち医師：専従 （ ０）名、専任（ １）名、兼任（ ４）名 
 うち薬剤師：専従（ ０）名、専任（ ０）名、兼任（ ３）名 
 うち看護師：専従（ ２）名、専任（ ０）名、兼任（ １）名 

 
 
 



 
 

3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
現在の医療安全管理部門（医療安全推進センター）の体制としては、上記「2.医療安全

管理部門の人員体制」のとおり、１８名（専従者８名、専任１名、兼任者９名）を配置

している。ただし、特定機能病院の新承認要件である専従医師、専従薬剤師の配置につ

いては未整備の状況である。そのため、現在、当院所属の医師、及び薬剤師の中から、

適任と思われる候補者についてリストアップ作業を取り進めており、人選が終了しだい

速やかに人事発令（病院長名）のうえ配置予定としている。 

発令年月日（予定）；平成３０年３月１日付け（専従医師１名、専従薬剤師１名） 
 


